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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般式（１´）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１´）
（一般式（１´）中、Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して水素原子、ヒドロキシル基、メ
ルカプト基、ハロゲン原子、アクリロイルオキシ基、カルボキシル基、アミノ基、シアノ
基、又は、ビニル基を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、
ｉ＋ｌ≧６の関係を満たす。）
で表される構造を有する界面活性剤改質剤を原料として、当該界面活性剤改質剤に、
－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎは３以上４０以下である。）で表される構造を有
する親水基を導入することにより、
　以下の一般式（３）
Ｒ３－親水基　　　　　　（３）
（式中、Ｒ３は直鎖アルキル鎖であり、親水基は－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨであり、式
中、ｎは３以上４０以下である。）
で示される直鎖アルキル鎖を有する界面活性剤の直鎖アルキル鎖が、以下の一般式（２´
）
－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　（２´）
（一般式（２´）中、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｉ＋ｌ
≧６の関係を満たす。）
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で表される構造を含むオキサアルキル鎖となっている界面活性剤を含む抑泡剤を得ること
を特徴とする、界面活性剤を含む抑泡剤の製造方法。
【請求項２】
　以下の式
Ｈ（ＣＨ２）４Ｏ（ＣＨ２）２Ｏ（ＣＨ２）４ＯＨ
で表される構造を有する可塑剤改質剤を原料として、当該可塑剤改質剤と、無水フタル酸
とを反応させることにより、直鎖アルキル鎖を有するフタル酸ジアルカノールエステルの
直鎖アルキル鎖が、以下の式
－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－
で表される構造を含むオキサアルキル鎖となっている、下記式
Ｈ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－Ｃ
Ｏ－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｈ
で表される可塑剤を得ることを特徴とする、可塑剤の製造方法。
【請求項３】
　界面活性剤を含む抑泡剤であって、
　前記界面活性剤は、以下の一般式（３）
Ｒ３－親水基　　　　　　（３）
で表される構造を有する界面活性剤において、
　上記一般式（３）中、親水基が－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨであり、ｎは３以上４０以
下であって、
　Ｒ３が以下の一般式（４´）
Ｈ－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　　（４´）
（一般式（４´）中、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｉ＋ｌ
≧６の関係を満たす。）
で表される構造を有する化合物である抑泡剤。
【請求項４】
　下記式で表されるジカルボン酸ジエステル化合物。
Ｈ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－Ｃ
Ｏ－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｈ
【請求項５】
　請求項４に記載のジカルボン酸ジエステル化合物を含む可塑剤。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化学物質改質剤（化合物）及びその利用に関するものであり、特に直鎖アル
キル鎖を有する化合物またはこれを含む組成物の物性を改変するための化学物質改質剤（
化合物）、当該化合物を用いた改質化合物及び改質組成物の製造方法、並びに当該改質組
成物の製造方法によって得られた改質化合物及び改質組成物に関する。
【０００２】
　本発明は、上記改質化合物の一例として、新規ジカルボン酸ジエステル化合物を提供す
る。
【背景技術】
【０００３】
　従来から、直鎖アルキル鎖を有する物質の凝集力を制御し、これにより物質の融点や柔
軟性等を変化させる方法として、直鎖アルキル鎖の鎖長を変化させる方法、直鎖アルキル
鎖にメチル基等の側鎖や不飽和結合を導入する方法、異鎖長のアルキル鎖を混合する方法
等が知られている。
【０００４】
　これらの方法ではいずれも、直鎖アルキル鎖の凝集力の制御は分子の形状に依存する立
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体障害を利用して行われる。すなわち直鎖アルキル鎖の凝集力は、本質的にはファンデル
ワールス力であり、ファンデルワールス力により分子同士が引き合って接触したときに、
立体障害により反発力が発現し、直鎖アルキル鎖の集合状態が決定される。このように直
鎖アルキル鎖の凝集力が立体障害により制御されることで、融点や柔軟性等が変化する。
【０００５】
　ところで、アルキル鎖に酸素原子が含まれるオキサアルキル鎖に関する報告としては、
オキサアルカンジカルボン酸 ＨＯＯＣ(ＣＨ２)ｍＯ(ＣＨ２)ｎＣＯＯＨ、アルキル／オ
リゴオキシエチレン／アルキルトリブロック化合物Ｈ (ＣＨ２)ｍ(ＯＣＨ２ＣＨ２)ｎＯ(
ＣＨ２)ｌＨ 等についての報告がある（例えば、非特許文献１～１０、特許文献１～３等
参照。）。
【０００６】
　特許文献１、２、非特許文献１ではオキサアルカンジカルボン酸の合成方法が開示され
ている。非特許文献１には、オキサアルカンジカルボン酸の融点が同一鎖長アルカンジカ
ルボン酸と比較して低いことが記載されている。また、特許文献３および非特許文献２に
は、オキサアルカンジカルボン酸を原料としたポリマーの合成について開示されている。
特許文献３には、オキサアルカンジカルボン酸を用いて重合することにより、得られるポ
リエーテルエステル繊維の染色性や強度が改善するが、融点の大きな低下は起こらないこ
とが記載されている。これに対して、非特許文献２では、オキサアルカンジカルボン酸を
用いて重合することにより、得られるポリアミドの融点は原料のオキサアルカンジカルボ
ン酸に対応することが記載されている。また、いくつかの対称アルキルエーテルの物性に
ついて、非特許文献３に報告されている。
【０００７】
　また、非特許文献４～９は、ブロックポリマーのモデル化合物としてのアルキル／オリ
ゴオキシエチレン／アルキルトリブロック化合物の物性に関する基礎研究についての報告
である。これらの文献では、アルキル／オリゴオキシエチレン／アルキルトリブロック化
合物の合成方法および物性が開示されている。非特許文献４、５には、アルキル／オリゴ
オキシエチレン／アルキルトリブロック化合物の融点が類似骨格原子数を有するアルカン
類と比較して低いことが記載されている。
【０００８】
　また、アルキル／オリゴオキシエチレン／アルキルトリブロック化合物非イオン界面活
性剤 Ｈ(ＣＨ２)ｎ(ＯＣＨ２ＣＨ２)ｍＯ(ＣＨ２)ｎＨ の合成法が非特許文献１０に開示
されている。
【特許文献１】特公昭４５－０１９４９４号公報（昭和４５年７月３日公開）
【特許文献２】特公昭４２－０２４５６６号公報（昭和４２年１１月２５日公開）
【特許文献３】英国特許第１１０５５７１号明細書
【非特許文献１】Saotome,K.;Sato,K.,Bull.Chem.Soc.Jpn.1966,39,485-489
【非特許文献２】Saotome,K.;Sato,K.,J.Polym.Sci.,Polym.Chem.Ed.1966,4,1303-1309
【非特許文献３】Tyagi,O.S.;Bisht,H.S.;Chatterjee,A.K.,J.Phys.Chem.B2004,108,3010
-3016
【非特許文献４】Fukuhara,K.;Mizawa,T.;Inoue,T.;Kumamoto,H.;Terai,Y.;Matsuura,H.;
Viras,K.,Phys.Chem.Chem.Phys.2005,7,1457-1463
【非特許文献５】Fukuhara,K.;Mizawa,T.;Inoue,T.;Kumamoto,H.; Matsuura,H.,J.Phys.C
hem.B2004,108,515-522
【非特許文献６】Chen,Y.;Olson,K.L.;Baker,G.L.,Macromolecules2002,35,3914-3920
【非特許文献７】Chen,Y.;Baker,G.L.;Ding,Y.;Rabolt,J.F.,J.Am.Chem.Soc.1999,121,69
62-6963
【非特許文献８】Domszy,R.C.;Booth,C.,Makromol.Chem.1982,183,1051-1070
【非特許文献９】Teo,H.H.;Swales,T.G.E.;Domszy,R.C.;Heatley,F.;Booth,C.,Makromol.
Chem.1983,184,861-877
【非特許文献１０】Chen,Y.;Baker,G.L.,J.Org.Chem.1999,64,6870-6873
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記従来の直鎖アルキル鎖を有する物質の融点や柔軟性等を変化させる
方法は、いずれも立体障害を利用して直鎖アルキル鎖の凝集力を制御する方法であるので
、直鎖アルキル鎖にメチル基等の側鎖や不飽和結合を導入すると、分子の集合体としての
形自体に影響を与えてしまうという問題がある。また、立体障害を利用して物質の凝集力
を制御する場合は、その制御の効果が十分ではないという問題がある。
【００１０】
　また、凝固点降下等の目的のためにはエチレングリコール等のグリコール系化合物が用
いられることが多いが、グリコール系は基本的に親水性、高粘度である。
【００１１】
　また、オキサアルカンジカルボン酸及びアルキル／オリゴオキシエチレン／アルキルト
リブロック化合物の融点が類似骨格原子数を有するアルカン類と比較して低いとの報告は
あるが、これらを用いたポリマーの融点は低下しない場合と低下する場合とが報告されて
おり、かかる分子構造を分子内に導入した場合の効果については不明である。また、どの
ようなオキサアルカンジカルボン酸及びアルキル／オリゴオキシエチレン／アルキルトリ
ブロック化合物であれば融点が類似骨格原子数を有するアルカン類と比較して低いかは不
明である。
【００１２】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、分子の集合体とし
ての形自体に影響を与えず、直鎖アルキル鎖を有する物質の凝集力を十分に制御して直鎖
アルキル鎖を有する化合物またはこれを含む組成物の物性を改変するための化学物質改質
剤（化合物）、及び、これを用いた改質化合物または改質組成物の製造方法、ならびに、
これを利用して製造される改質化合物または改質組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る化学物質改質剤は、上記課題を解決するために、以下の一般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して水素原子、ヒドロキシル基、メル
カプト基、ハロゲン原子、アクリロイルオキシ基、カルボキシル基、アミノ基、シアノ基
、又は、ビニル基を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊ
は２以上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（
ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物であることを特徴としてい
る。
【００１４】
　上記の構成によれば、直鎖アルキル鎖を有する化合物を製造するときに用いられる当該
直鎖アルキル鎖を有する原料の代わりに、上記化学物質改質剤（化合物）を原料として用
いて当該化合物を合成することにより、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性が改質され
た改質化合物を製造することができる。なお、本願明細書において、用語「物質変性剤」
が、「化学物質改質剤（化合物）」の同義語として用いられ得る。また用語「変性」また
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は「改変」が、「改質」の同義語として用いられ得る。
【００１５】
　また、直鎖アルキル鎖を有する化合物または当該化合物を含む組成物と上記化学物質改
質剤（化合物）とを混合することにより、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性が改質さ
れた改質組成物を製造することができる。なお、本願明細書において、用語「変性組成物
」が、「改質組成物」の同義語として用いられ得る。
【００１６】
　また、上記の構成によれば、上記化学物質改質剤（化合物）を用いて製造される改質化
合物および改質組成物のオキサアルキル鎖が結晶化しようとする際に、直鎖アルキル鎖と
同様に、安定構造として平面ジグザグ構造でラメラ状にパッキングする傾向があると考え
られる。ここで、上記オキサアルキル鎖は、等方性液体状態では分子鎖が柔軟で無秩序配
向をとり、鎖間の酸素原子同士の反発が回避されるために、液体における凝集力は直鎖ア
ルキル鎖とほぼ同じである。しかし上記オキサアルキル鎖は対応する直鎖アルキル鎖に比
べ、鎖間の酸素原子同士の反発が結晶化を阻害する。それゆえ、上記オキサアルキル鎖を
有する改質化合物または改質組成物では、液体状態では直鎖アルキル鎖を有する化合物ま
たは組成物と類似の物性を有しつつ、且つ、融点の低下または消失、ガラス転移点の低下
、結晶／液晶転移温度の低下、起泡性の抑制、流動点の低下等、物性の大幅な改質を行う
ことが可能となる。
【００１７】
　また、上記構成によれば、直鎖アルキル鎖と、オキサアルキル鎖との立体構造が殆ど変
わらないので、分子の集合体としての形自体に及ぼす影響が少ない。それゆえ、立体構造
の変化が必然的に付随する直鎖アルキル鎖への側鎖や不飽和結合の導入による物性改変法
と比較した場合、立体構造の設計、制御を行う上で有利である。
【００１８】
　また、上記構成によれば、上記オキサアルキル鎖は、基本的に疎水性であり、水素結合
性を有しないために低粘度である。それゆえ、基本的に親水性、高粘度のグリコール系化
合物の代わりに、又は、グリコール系化合物に加えて、凝固点降下等の目的のために用い
ることができる。
【００１９】
　また、上記構成によれば、上記オキサアルキル鎖の鎖長や、オキサアルキル鎖中の酸素
原子及びオキシアルキレン基の位置を調節することにより、材料物性の制御を広範囲に行
うことが可能となる。
【００２０】
　また、上記構成によれば、上記オキサアルキル鎖のような直鎖アルキルエーテル系の化
合物の化学的性質は、直鎖アルキル化合物と類似しており毒性が低い。また、エーテル結
合は化学的・熱的に安定である。また、仮に分解しても、隣接するアルキル鎖の炭素数が
偶数の場合は分解生成物が生分解されやすく、最終生成物も水と二酸化炭素である。それ
ゆえ、環境への負荷が非常に少ないという効果を奏する。
【００２１】
　また、上記構成によれば、上記オキサアルキル鎖を有する化学物質改質剤（化合物）の
合成及びこれを用いた改質化合物の製造において、特殊な方法を用いる必要がなく、ほぼ
既存の手法を応用することが可能である。
【００２２】
　また、上記構成によれば、数種の上記オキサアルキル鎖を混合して用いることにより、
直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性を連続的に制御することができるという効果を奏す
る。さらに、数種の上記オキサアルキル鎖を混合して用いる場合、同族体の混合状態は理
想混合に近いと考えられるので、物性の予測・設計を行う上で有利である。
【００２３】
　また、本発明に係る化学物質改質剤（化合物）化合物の製造方法は、上記課題を解決す
るために、上記改質剤を原料として、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性が改質された
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改質化合物を製造する方法であって、
　前記改質化合物は、直鎖アルキル鎖を有する化合物の直鎖アルキル鎖が、以下の一般式
（２）
－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　（２）
（一般式（２）中、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以
上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）
で表される構造を有するオキサアルキル鎖となっていることを特徴としている。
【００２４】
　換言すれば、本発明に係る改質化合物の製造方法は、上記課題を解決するために、直鎖
アルキル鎖を有する化合物の物性が改変された改質化合物であって、前記化合物の前記直
鎖アルキル鎖が以下の一般式（２）
－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　（２）
（一般式（２）中、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以
上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有するオキサアルキル鎖となっている改
質化合物を製造する方法であって、上記化合物を原料として上記改質化合物を合成するこ
とを特徴としている。
【００２５】
　本発明に係る改質化合物の製造方法では、上記改質化合物は、可塑剤、界面活性剤、液
晶分子、エラストマー、または、合成樹脂であることが好ましい。
【００２６】
　上記の構成によれば、フタル酸エステル等の可塑剤のアルキル鎖部分の鎖長を融点の上
昇を伴わずに延長することが可能になり、移行性の少ない可塑剤を提供できるという効果
を奏する。
【００２７】
　また、上記の構成によれば、界面活性剤の曇点上昇、融点低下、ゲル領域縮小等の効果
により、液体状態での存在領域が広くなり、使用可能温度及び使用可能濃度の領域が拡大
するという効果を奏する。また、起泡性が小さく、破泡性が非常に強い界面活性剤を提供
することができるという効果を奏する。
【００２８】
　また、上記の構成によれば、液晶分子の結晶／液晶転移温度を低下させ、液晶発現領域
を拡大させることができるという効果を奏する。
【００２９】
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　また、上記の構成によれば、エラストマーのガラス転移点を降下させ、より低温で柔軟
性・ゴム弾性を維持するエラストマーを提供することができるという効果を奏する。
【００３０】
　また、かかるエラストマーを含む粘着剤は、固化に際し、オキサアルキル鎖同士のラメ
ラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化が阻害されるので、寒冷地においても使用
可能な粘着剤を提供することが可能となる。
【００３１】
　また、上記の構成によれば、合成樹脂に可塑剤を添加することなく、柔軟な材料を作製
することができるという効果を奏する。
【００３２】
　本発明に係る改質化合物は上記改質化合物の製造方法によって製造されたことを特徴と
している。
【００３３】
　また、本発明に係る改質組成物の製造方法は、直鎖アルキル鎖を有する化合物または当
該化合物を含む組成物の物性が改変された改質組成物を製造する方法であって、前記化合
物または組成物と上記化学物質改質剤（化合物）とを混合する方法であってもよい。
【００３４】
　上記の構成によれば、前記化合物または組成物と上記化学物質改質剤（化合物）とを混
合するだけで、簡単に直鎖アルキル鎖を有する化合物または当該化合物を含む組成物の物
性を改変することができる。
【００３５】
　本発明に係る改質組成物の製造方法では、上記改質組成物は、可塑剤、界面活性剤、液
晶分子、エラストマー、または、合成樹脂であることが好ましい。
【００３６】
　本発明に係る改質組成物は上記改質組成物の製造方法によって製造されたことを特徴と
している。
【００３７】
　また、本発明に係る抑泡剤又は抑泡剤改質剤は、上記課題を解決するために、以下の一
般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子を示し、Ｒ２はヒドロキシル基又はカルボキシル基を
示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１２以下の
整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物を含むことを特徴としてい
る。
【００３８】
　本発明に係る抑泡剤は、上記一般式（１）で表される化合物が上記オキサアルキル鎖を
有するため、分子集合体形成に際し、かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキン
グする傾向が阻害される。それゆえ、泡沫やエマルジョン膜構造が不安定になる。これに
より、起泡性が抑制されるとともに破泡性に優れ、泡沫やエマルジョンを効果的に破壊す
ることができる。また、シリコン系抑泡剤と比べて低価格で環境負荷が少ない抑泡剤を開
発することができるという効果を奏する。
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【００３９】
　また、本発明に係る潤滑油又は潤滑油改質剤は、上記課題を解決するために、以下の一
般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子又はハロゲン原子を示し、Ｒ２は水素原子又はハロゲ
ン原子を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１
２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物を含むことを特徴としてい
る。
【００４０】
　本発明に係る潤滑油は上記一般式（１）で表される化合物が低温流動性および流動性の
温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを単独で潤滑油として使用するこ
とができるし、従来の潤滑油に改質剤として配合して使用することもできる。
【００４１】
　本発明の潤滑油又は潤滑油改質剤は低低温流動性および流動性の温度依存性が小さいと
いう特徴に優れているので、特に航空機または寒冷地仕様の自動車又は動力エンジン等の
低温度特性が要求される潤滑油として優れている。
【００４２】
　上記の構成によれば、上記潤滑油は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際し、
かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を阻害
する。それゆえ、流動点の低い潤滑油を提供することが可能となる。
【００４３】
　また、本発明に係る作動油又は作動油改質剤は、上記課題を解決するために、以下の一
般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子又はハロゲン原子を示し、Ｒ２は水素原子又はハロゲ
ン原子を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１
２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物を含むことを特徴としてい
る。
【００４４】
　本発明に係る作動油は上記一般式（１）で表される化合物が低温流動性および流動性の
温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを単独で作動油として使用するこ
ともできるし、従来の作動油に改質剤として配合して使用することもできるという特徴を
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有している。
【００４５】
　上記の構成によれば、上記作動油は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際し、
かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を阻害
する。それゆえ、流動点の低い作動油を提供することが可能となる。
【００４６】
　また、本発明に係る粘度指数調整剤は、上記課題を解決するために、以下の一般式（１
）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子又はハロゲン原子を示し、Ｒ２は水素原子又はハロゲ
ン原子を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１
２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物を含むことを特徴としてい
る。
【００４７】
　本発明に係る粘度指数調整剤は上記一般式（１）で表される化合物はが低温流動性およ
び流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを単独で粘度指数調整
剤に使用することもできるし、従来の粘度指数調整剤に改質剤として配合して使用するこ
とができるという特徴を有している。
【００４８】
　上記の構成によれば、上記粘度指数調整剤は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化
に際し、かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶
化を阻害する。それゆえ、流動点の低い粘度指数調整剤を提供することが可能となる。
【００４９】
　本発明の粘度指数調整剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に
優れているので、特に航空機、寒冷地仕様の自動車エンジン等の低温度物性が要求される
各種オイルの粘度指数調整剤として優れている。
【００５０】
　また、本発明に係る塗料配合剤は、上記課題を解決するために、以下の一般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子又はハロゲン原子を示し、Ｒ２は水素原子又はハロゲ
ン原子を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１
２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物を含むことを特徴としてい
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る。
【００５１】
　本発明に係る塗料配合剤は上記一般式（１）で表される化合物が低温流動性および流動
性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを単独で塗料配合剤として使
用することもできるし、従来の塗料配合剤に改質剤として配合して使用することができる
という特徴を有している。
【００５２】
　上記の構成によれば、上記塗料配合剤は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際
し、かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を
阻害する。それゆえ、流動点の低い塗料配合剤を提供することが可能となる。
【００５３】
　本発明の塗料配合剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れ
ているので、特に寒冷地仕様の塗料のように低温度物性が要求される塗料配合剤として優
れている。これまで寒冷地用の塗料の粘度調整には、温度を昇温維持したり、溶媒を余分
に配合したり、面倒な操作が必要であったが、最近では、溶媒の使用が極度に低減されて
いるのでこれらの方法はいずれも適切な方法とは言えない。
【００５４】
　本発明の塗料配合剤として具体的には、チキソ剤またはレベリング剤等の塗料配合剤の
用途に利用できる。
【００５５】
　また、本発明に係る界面活性剤又は界面活性剤改質剤は、上記課題を解決するために、
以下の一般式（３）
Ｒ３－親水基　　　　　　（３）
で表される構造を有する界面活性剤又は界面活性剤改質剤において、
　Ｒ３が以下の一般式（４）
Ｈ－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　　（４）
（一般式（４）中、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以
上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物を用いることを特徴として
いる。
【００５６】
　また、本発明に係る界面活性剤又は界面活性剤改質剤では、上記一般式（３）中、親水
基は－ＣＯＯＮａ、－ＣＯＯＫ、又は、－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨであってもよい。な
お、ここで、ｎは３以上４０以下であることが好ましい。また、本発明に係る抑泡剤又は
抑泡剤改質剤は、上記界面活性剤を含んでいてもよい。
【００５７】
　本発明に係る界面活性剤は、上記一般式（３）で表される化合物が低温流動性および流
動性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを単独で界面活性剤に使用
することもできるし、従来の界面活性剤に改質剤として配合して使用することができると
いう特徴を有している。
【００５８】
　上記の構成によれば、上記界面活性剤は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際
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し、かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を
阻害する。それゆえ、流動点の低い界面活性剤を提供することが可能となる。
【００５９】
　本発明の界面活性剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れ
ているので、特に低温仕様又は寒冷地仕様の界面活性剤のように低温度物性が要求される
界面活性剤として優れている。
【００６０】
　また本発明に係る可塑剤又は可塑剤改質剤は、以下の一般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子又はハロゲン原子を示し、Ｒ２は水素原子又はハロゲ
ン原子を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１
２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）
で表される構造を有する化学物質改質剤を含むことを特徴としている。
【００６１】
　本発明に係る可塑剤は、上記一般式（１）で表される化合物がが低温流動性および流動
性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを単独で可塑剤として使用す
ることもできるし、従来の可塑剤に改質剤として配合して使用することができるという特
徴を有している。
【００６２】
　上記の構成によれば、上記可塑剤は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際し、
かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を阻害
する。それゆえ、流動点の低い可塑剤を提供することが可能となる。
【００６３】
　本発明の可塑剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れてい
るので、特に低温仕様又は寒冷地仕様の可塑剤のように低温度物性が要求される可塑剤と
して優れている。
【００６４】
　また本発明に係る新規ジカルボン酸ジエステル化合物は、
　下記一般式（５）で表されるジカルボン酸ジエステル化合物であって、
【００６５】
【化１】

【００６６】
　上記一般式（５）におけるＲ４は、下記一般式（６）
－（ＣＨ２）ａ－　　　　（６）
（一般式（６）中、ａは１以上１２以下の整数である。）、
下記一般式（７）
【００６７】
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【化２】

【００６８】
、下記一般式（８）
【００６９】
【化３】

【００７０】
、又は下記一般式（９）
【００７１】

【化４】

【００７２】
（一般式（７）～（９）におけるＲ７～Ｒ１０は、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲ
ン原子、炭素数１～１８のアルキル基であって当該アルキル基中の１個又はそれ以上の炭
素原子が酸素原子で置換されていてもよいアルキル基、又は、オキサアルキル基）であり
、
　上記一般式（５）におけるＲ５およびＲ６は、下記一般式（１０）
　Ｒ7－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　　（１０）
（一般式（１０）中、Ｒ7は水素原子、ヒドロキシル基、ハロゲン原子、カルボキシル基
を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１２以下
の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
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のいずれかの関係を満たす。Ｒ５およびＲ６は互いに同一であっても異なっていてもよい
。）
で表される基であることを特徴としている。
 
【００７３】
　本発明は、上記新規ジカルボン酸ジエステル化合物を含む、可塑剤又は可塑剤改質剤、
抑泡剤又は抑泡剤改質剤、潤滑油又は潤滑油改質剤、作動油又は作動油改質剤、粘度指数
調整剤、塗料配合剤、界面活性剤又は界面活性剤改質剤も包含する。
【００７４】
　上記ジカルボン酸ジエステル化合物は従来見出されていない新規化合物である。また上
記ジカルボン酸エステル化合物は、オキサアルキル鎖を有する化合物である。よって上記
新規ジカルボン酸エステル化合物は、既述のごとく、液体状態では直鎖アルキル鎖を有す
る化合物と類似の物性を有しつつ、融点の低下または消失、ガラス転移点の低下、結晶／
液晶転移温度の低下、起泡性の抑制、流動点の低下等、物性の大幅な改変がなされている
。それゆえ、上記ジカルボン酸ジエステル化合物は、可塑剤又は可塑剤改質剤、抑泡剤又
は抑泡剤改質剤、潤滑油又は潤滑油改質剤、作動油又は作動油改質剤、粘度指数調整剤、
塗料配合剤、界面活性剤又は界面活性剤改質剤に好適に利用され得る。
【００７５】
　本発明に係る可塑剤は、上記一般式（５）で表される新規ジカルボン酸ジエステル化合
物が低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを
単独で使用することもできるし、従来の可塑剤に改質剤として配合して使用することがで
きるという特徴を有している。
【００７６】
　上記の構成によれば、上記可塑剤は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際し、
かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を阻害
する。それゆえ、流動点の低い可塑剤を提供することが可能となる。
【００７７】
　本発明の可塑剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れてい
るので、特に低温仕様又は寒冷地仕様の可塑剤のように低温度物性が要求される可塑剤と
して優れている
　本発明に係る抑泡剤は、上記一般式（５）で表される新規ジカルボン酸ジエステル化合
物が、上記オキサアルキル鎖を有するため、分子集合体形成に際し、かかるオキサアルキ
ル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害される。それゆえ、泡沫やエマルジョン
膜構造が不安定になる。これにより、起泡性が抑制されるとともに破泡性に優れ、泡沫や
エマルジョンを効果的に破壊することができる。また、シリコン系抑泡剤と比べて低価格
で環境負荷が少ない抑泡剤を開発することができるという効果を奏する。
【００７８】
　本発明に係る潤滑油は上記一般式（５）で表される新規ジカルボン酸ジエステル化合物
が低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを単
独で使用することもできるし、従来の潤滑油に改質剤として配合して使用することができ
るという特徴を有している。
【００７９】
　本発明の潤滑油又は潤滑油改質剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいとい
う特徴に優れているので、特に航空機または寒冷地仕様の自動車又は動力エンジン等の低
温度物性が要求される潤滑油として優れている。
【００８０】
　上記の構成によれば、上記潤滑油は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際し、
かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を阻害
する。それゆえ、流動点の低い潤滑油を提供することが可能となる。
【００８１】
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　本発明に係る作動油は、上記一般式（５）で表される新規ジカルボン酸ジエステル化合
物が低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これを
単独で作動油として使用することもできるし、従来の潤滑油に改質剤として配合して使用
することができるという特徴を有している。
【００８２】
　上記の構成によれば、上記作動油は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際し、
かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を阻害
する。それゆえ、流動点の低い作動油を提供することが可能となる。
本発明の粘度指数調整剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優
れているので、特に航空機、寒冷地仕様の自動車エンジン等の低温度物性が要求される各
種オイルの粘度指数調整剤として優れている。
【００８３】
　本発明に係る粘度指数調整剤は上記一般式（５）で表される新規ジカルボン酸ジエステ
ル化合物が低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、
これを単独で粘度指数調整剤として使用することもできるし、従来の粘度指数調整剤に改
質剤として配合して使用することができるという特徴を有している。
【００８４】
　上記の構成によれば、上記粘度指数調整剤は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化
に際し、かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶
化を阻害する。それゆえ、流動点の低い粘度指数調整剤を提供することが可能となる。
【００８５】
　本発明の粘度指数調整剤は低低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴
に優れているので、特に航空機、寒冷地仕様の自動車エンジン等の低温度物性が要求され
る各種オイルの粘度指数調整剤として優れている。
【００８６】
　本発明に係る塗料配合剤は上記一般式（５）で表される新規ジカルボン酸ジエステル化
合物が低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、これ
を単独で塗料配合剤として使用することもできるし、従来の塗料配合剤に改質剤として配
合して使用することができるという特徴を有している。
【００８７】
　上記の構成によれば、上記塗料配合剤は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際
し、かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を
阻害する。それゆえ、流動点の低い塗料配合剤を提供することが可能となる。
【００８８】
　本発明の塗料配合剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れ
ているので、特に寒冷地仕様の塗料のように低温度物性が要求される塗料配合剤として優
れている。
【００８９】
　本発明の塗料配合剤として具体的には、チキソ剤またはレベリング剤等の塗料配合剤の
用途に利用できる。
【００９０】
　本発明に係る界面活性剤は、上記一般式（５）で表される新規ジカルボン酸ジエステル
化合物が低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れているので、こ
れを単独で使用することもできるし、従来の界面活性剤に改質剤として配合して使用する
ことができるという特徴を有している。
【００９１】
　上記の構成によれば、上記界面活性剤は上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際
し、かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を
阻害する。それゆえ、流動点の低い界面活性剤を提供することが可能となる。
【００９２】
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　本発明の界面活性剤は低温流動性および流動性の温度依存性が小さいという特徴に優れ
ているので、特に低温仕様又は寒冷地仕様の界面活性剤のように低温度物性が要求される
界面活性剤として優れている。
【発明の効果】
【００９３】
　本発明に係る化学物質改質剤（化合物）は、以上のように、以下の一般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して水素原子、ヒドロキシル基、メル
カプト基、ハロゲン原子、アクリロイルオキシ基、カルボキシル基、アミノ基、シアノ基
、又は、ビニル基を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊ
は２以上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（
ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有するので、上記化合物を用いて製造さ
れる改質化合物および改質組成物における、上記オキサアルキル鎖が、等方性液体状態で
は分子鎖が柔軟で無秩序配向をとり、鎖間の酸素原子同士の反発が回避されるために、液
体における凝集力は直鎖アルキル鎖とほぼ同じである。しかし上記オキサアルキル鎖は対
応する直鎖アルキル鎖に比べ、鎖間の酸素原子同士の反発が結晶化を阻害する。それゆえ
、液体状態では直鎖アルキル鎖と類似の物性を示し、且つ、上記オキサアルキル鎖では融
点の低下・消失、ガラス転移点の低下、結晶／液晶転移温度の低下、起泡性の抑制、流動
点の低下等、物性の大幅な改変を行うことが可能となる。
【００９４】
　本発明によれば、可塑剤又は可塑剤改質剤、抑泡剤又は抑泡剤改質剤、潤滑油又は潤滑
油改質剤、作動油又は作動油改質剤、粘度指数調整剤、塗料配合剤、界面活性剤又は界面
活性剤改質剤等に好適に利用され得る新規ジカルボン酸ジエステル化合物を提供すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００９５】
　本発明の一実施形態について説明すると以下の通りである。本発明者らは、上記課題に
鑑み、鋭意検討した結果、直鎖アルキル鎖を有する化合物が有する当該直鎖アルキル鎖が
一定の構造を有するオキサアルキル鎖で置き換えられた改質化合物が、オキサアルキル鎖
部分が直鎖アルキル鎖である場合の化合物と比較して、驚くべきことに、融点、曇点、ゲ
ル領域、起泡性等といった、相互に関連性のないと思われるような多岐にわたる物性にお
いても顕著に改変されていることを見出した。そしてかかるオキサアルキル鎖を有する前
記化合物を用いて、例えば、界面活性剤であれば、前記化合物と親水基とを反応させるこ
とや、かかる前記化合物と改質すべき化合物または当該化合物を含む組成物とを混合する
ことにより、直鎖アルキル鎖を有する化合物および組成物の物性を大きく改変することが
できることを見出し、本発明を完成させるに至った。
【００９６】
　以下、本発明を、（Ｉ）化学物質改質剤（化合物）、（ＩＩ）改質化合物および改質組
成物の製造方法、（ＩＩＩ）改質化合物及び化学物質改質剤（化合物）のその他の利用、
（ＩＶ）新規ジカンルボン酸ジエステル化合物の順に説明する。
【００９７】
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　（Ｉ）化学物質改質剤（化合物）
　（Ｉ－１）前記化合物
　本発明に係る前記化合物は、以下の一般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して水素原子、ヒドロキシル基、メル
カプト基、ハロゲン原子、アクリロイルオキシ基、カルボキシル基、アミノ基、シアノ基
、又は、ビニル基を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊ
は２以上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（
ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物であればよい。
【００９８】
　本発明の前記化合物は、例えば、ｉ）直鎖アルキル鎖を有する化合物の当該直鎖アルキ
ル鎖の部分がオキサアルキル鎖となっている改質化合物を製造する方法、ｉｉ）直鎖アル
キル鎖を有する化合物または当該化合物を含む組成物に混合して改質組成物を製造する方
法等により、直鎖アルキル鎖を有する化合物または当該化合物を含有する組成物の物性を
改変するために用いることができる。
【００９９】
　ここで、上記「直鎖アルキル鎖を有する化合物」とは、炭素数が７以上１３５以下の直
鎖アルキル鎖を有する化合物であれば特に限定されるものではないが、より好ましくは炭
素数が７以上４０以下、さらに好ましくは９以上３０以下、特に好ましくは９以上２４以
下の直鎖アルキル基を有する化合物である。かかる化合物は、低分子化合物であってもよ
いし高分子化合物であってもよい。また、直鎖アルキル鎖を主鎖に有するものであっても
よいし、側鎖に有するものであってもよい。
【０１００】
　また、物性が改変された改質化合物とは、融点が低下するように改変された化合物、融
点が消失するように改変された化合物、ガラス転移点が低下するように改変された化合物
、結晶／液晶転移温度が低下するように改変された化合物、起泡性が抑制されるように改
変された化合物、流動点が低下するように改変された化合物等をいう。また、物性が改変
された改質組成物とは、融点が低下するように改変された組成物、融点が消失するように
改変された組成物、ガラス転移点が低下するように改変された組成物、結晶／液晶転移温
度が低下するように改変された組成物、起泡性が抑制されるように改変された組成物、流
動点が低下するように改変された組成物等をいう。
【０１０１】
　ここで、融点の低下または消失、ガラス転移点の低下、結晶／液晶転移温度の低下、流
動点の低下、起泡性の抑制等がおこる理由は以下のように考えられる。上記一般式（１）
で表される構造に含まれるオキサアルキル鎖は、上記ｉ、ｊ、ｋ及びｌを満たす範囲では
、平面ジグザク構造をとる。すなわち、本来－ＯＣＨ２－ＣＨ２ＣＨ２－や－ＯＣＨ２－
ＣＨ２Ｏ－では、ＣＨ２－ＣＨ２単結合はゴーシュ形の配置をとることが安定であるが、
隣接するアルキル鎖が一定の長さ以上である場合には、アルキル鎖の凝集力のために結晶
状態でトランス形の配置をとることが安定となる。すなわち、上記オキサアルキル鎖は、
オキシアルキレン基を含んでいるにもかかわらず、上記ｉ、ｊ、ｋ及びｌを満たす範囲で
は、アルキル基の凝集力のために、鎖全体としては結晶状態でトランス形が安定となるた
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めに平面ジグザク構造をとる。
【０１０２】
　このように平面ジグザク構造をとるオキサアルキル鎖は、結晶化しようとする際に、直
鎖アルキル鎖と同様に、安定構造として平面ジグザグ構造でラメラ状にパッキングする傾
向があると考えられる。しかし、直鎖アルキル鎖の場合と異なり、上記オキサアルキル鎖
では、ラメラ状にパッキングしようとするときに、図１に示すように分子間で酸素が静電
反発して、パッキング斥力として働き、結晶化を阻害すると考えられる。このように、上
記オキサアルキル鎖では、対応する直鎖アルキル鎖に比べ、酸素間の静電反発により結晶
化が阻害されるので、融点の低下または消失、ガラス転移点の低下、結晶／液晶転移温度
の低下、流動点の低下等といった多岐にわたる物性の改変がおこると考えられる。
【０１０３】
　また、オキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害されるために、泡
沫やエマルジョン膜構造が不安定になる。これにより、起泡性が抑制されるとともに破泡
性に優れ、泡沫やエマルジョンを効果的に破壊することができると考えられる。
【０１０４】
　また、上記オキサアルキル鎖においては、両端のアルキレン基に挟まれるｉ－Ｏ－[(Ｃ
Ｈ２)ｊ－Ｏ]ｋ－部分は、当該オキサアルキル鎖の中心に位置していることがより好まし
い。これにより、オキサアルキル鎖は、安定な平面ジグザグ構造をとりやすいため、本発
明により好適に用いることができる。本発明者らは、(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]

４－(ＣＨ２)１２－ｉにおいて、ｉを変化させたオキサアルキル鎖を赤外線吸収およびＤ
ＳＣ（示差走査熱量計）を用いて解析した。その結果、両端のアルキレン基の長さの比ｉ
／ｌが例えば０．３５～２．７の範囲で非常に好適であることを見出した。
【０１０５】
　また、上記オキサアルキル鎖においては、上記ｉ、ｊ及びｌは、偶数であることがより
好ましい。このように上記ｉ、ｊ及びｌが偶数であることにより、得られる物質の生分解
性が向上するため、環境への負荷を低減することができる。
【０１０６】
　本発明では、上記化合物を用いて、直鎖アルキル鎖を有する化合物を製造するために用
いられる直鎖アルキル鎖を有する原料の代わりに、オキサアルキル鎖を有する原料として
の上記化合物を用いて改質化合物を合成することにより、直鎖アルキル鎖を有する化合物
の物性が改変された改質化合物を製造することができる。かかる場合、上記化合物として
は、少なくとも１つの反応性官能基を有する前記化合物を用いる。すなわち、上記一般式
（１）中、Ｒ１およびＲ２の少なくともいずれかは、ヒドロキシル基、メルカプト基、ハ
ロゲン原子、アクリロイルオキシ基、カルボキシル基、アミノ基、シアノ基、又は、ビニ
ル基である化合物を用いる。これにより、目的とする改質化合物を合成するための、他の
原料と反応させることができる。
【０１０７】
　また、本発明では、直鎖アルキル鎖を有する化合物または当該化合物を含む組成物と上
記化合物とを混合することにより、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性が改変された改
質組成物を製造することができる。かかる場合、上記化合物としては、一般式（１）中、
Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して水素原子、ヒドロキシル基、メルカプト基、ハロゲン
原子、アクリロイルオキシ基、カルボキシル基、アミノ基、シアノ基、又は、ビニル基で
ある上記化合物を用いればよい。
【０１０８】
　さらに、本発明では、上記化合物を、目的化合物に導入することにより、物性が改変さ
れた改質化合物を製造することができる。かかる目的化合物は低分子化合物であってもよ
いし、高分子化合物であってもよい。また、上記目的化合物は直鎖アルキル鎖を有してい
てもよいし有していなくてもよい。また、上記目的化合物に上記化合物を導入する場合は
、直鎖アルキル鎖を導入する場合よりも、融点の低下・消失、ガラス転移点の低下、結晶
／液晶転移温度の低下、起泡性の抑制、流動点の低下等がより顕著である。かかる場合、
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、上記一般式（１）中、Ｒ１およびＲ２の少なくともいずれかは、ヒドロキシル基、メル
カプト基、ハロゲン原子、アクリロイルオキシ基、カルボキシル基、アミノ基、シアノ基
、又は、ビニル基である化合物を用いる。これにより、上記化合物を、化合物に導入する
ことができる。
【０１０９】
　（Ｉ－２）化学物質改質剤（化合物）の製造方法
　上記化合物の製造方法は特に限定されるものではなく、従来公知の方法を用いて好適に
製造することができる。
【０１１０】
　以下に、上記化合物の製造方法の一例を示すが、上記化合物の製造方法はこれに限定さ
れるものではない。
【０１１１】
　上記一般式（１）中、ｋ＝０である場合の上記化合物、例えば、Ｈ－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－
(ＣＨ２)ｌ－Ｈは、以下の反応式（１１）
【０１１２】
【化５】

【０１１３】
により合成することができる。すなわちＲＣｌ（又はＲＢｒ）等のハロゲン化アルキルと
、アルコール Ｒ’ＯＨとを、水酸化ナトリウム水溶液中で、相間移動触媒（例えば、硫
酸水素テトラブチルアンモニウム：ＴＢＡＨ（tetrabutylammonium hydrogensulfate））
存在下で反応させればよい。
【０１１４】
　また、例えば、Ｈ－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－(ＣＨ２)ｌ－ＯＨは、以下の反応式（１２）
【０１１５】

【化６】

【０１１６】
に例示するように、ＲＣｌ（又はＲＢｒ）等のハロゲン化アルキル（反応式（１２）中で
は、Ｃ５Ｃｌが例示されている。反応式（１２）中、Ｃ５及びＣ６は水素原子を省略した
記載となっている。なお、以下本明細書においては、水素原子を省略して記載することが
ある。）と、アルキレングリコール ＨＯＲ’ＯＨ（反応式（１２）中では、ＨＯＣ６Ｏ
Ｈが例示されている。）とを、水酸化ナトリウム水溶液中で、相間移動触媒（例えば、硫
酸水素テトラブチルアンモニウム）存在下で反応させればよい。なお、このときに、アル
キレングリコール ＨＯＲ’ＯＨを、ハロゲン化アルキルに対して大過剰に用いる。
【０１１７】
　また、上記一般式（１）中、ｋ≧１である場合の上記化合物、例えば、Ｈ－(ＣＨ２)ｉ
－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－ＯＨは、例えば以下の反応式（１３）
【０１１８】
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【化７】

【０１１９】
に示すように、上述した方法で製造したＨ－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－(ＣＨ２)ｌ－ＯＨの末端Ｏ
Ｈ基を、塩化チオニル等でハロゲン原子に置換し、上記反応式（１２）と同様の方法でオ
キシアルキレン基を導入すればよい。また、さらに同様の方法で鎖を延長することができ
る。
上記方法により製造される上記化合物は、例えば、９９．５％以上の高純度に精製するこ
とができる。
【０１２０】
　なお、上記化合物の製造方法は、これに限定されるものではなく、例えば、ハロゲン化
アルキルの代わりにトルエンスルホン酸エステルを用いる方法、環状エーテルをアルキル
鎖に開環重合させる方法等を用いてもよい。
【０１２１】
　（ＩＩ）改質化合物および改質組成物の製造方法
　（ＩＩ－１）改質化合物の製造方法
　本発明にかかる改質化合物の製造方法は、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性が改変
された改質化合物の製造方法である。
【０１２２】
　本発明では、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性が改変された改質化合物を製造する
ために、直鎖アルキル鎖を有する化合物の当該直鎖アルキル鎖が以下の一般式（２）
－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　（２）
（一般式（２）中、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以
上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）
で表される構造を有するオキサアルキル鎖となっている改質化合物を、上記化合物を原料
として合成することにより製造する。言い換えれば、直鎖アルキル鎖を有する化合物の製
造における直鎖アルキル鎖を有する原料の代わりに、上記オキサアルキル鎖を有する原料
としての化合物を用いて改質化合物を合成する。
【０１２３】
　なお、ここで、直鎖アルキル鎖を有する化合物の製造における直鎖アルキル鎖を有する
原料の代わりに、上記オキサアルキル鎖を有する原料としての化合物を用いて改質化合物
を合成するとは、直鎖アルキル鎖を有する原料の全てに代わって上記オキサアルキル鎖を
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有する原料としての化合物を用いる場合に限定されるものではなく、直鎖アルキル鎖を有
する原料に加えて上記オキサアルキル鎖を有する原料としての化合物を用いる場合も含ま
れる。
【０１２４】
　改質化合物の原料として、直鎖アルキル鎖を有する原料と上記オキサアルキル鎖を有す
る原料としての化合物とを用いれば、直鎖アルキル鎖を有する化合物と、上記オキサアル
キル鎖を有する改質化合物との混合物を得ることができる。これにより、物性の改変を調
節することができる。また、改質化合物が、高分子化合物である場合には、直鎖アルキル
鎖を有する原料と上記オキサアルキル鎖を有する原料としての化合物とを用いれば、複数
のアルキル鎖を持つ化合物に部分的にオキサアルキル鎖を導入することができる。これに
より物性の改変を調節できる。
【０１２５】
　また、上記オキサアルキル鎖を有する原料としての化合物は、１種類を単独で用いても
よいし、複数の種類を組み合わせて用いてもよい。化合物の複数の種類を組み合わせて用
いることにより、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性を連続的に制御することができる
。さらに、化合物の複数の種類を組み合わせて用いる場合、同族体の混合状態は理想混合
に近いと考えられるので、物性の予測および設計を行う上で有利である。
【０１２６】
　直鎖アルキル鎖を有する原料の代わりに上記オキサアルキル鎖を有する原料を用いて改
質化合物を合成する方法としては、特に限定されるものではないが、例えば、界面活性剤
を例に挙げて説明すれば、原料として、直鎖ハロゲン化アルキル、直鎖第一級アルコール
、アルキルアミン等の代わりに、上記オキサアルキル鎖を有する酸素含有直鎖ハロゲン化
アルキル、上記オキサアルキル鎖を有する第一級アルコール、上記オキサアルキル鎖を有
するアミン等を用いて常法に従って界面活性剤を合成すればよい。
【０１２７】
　上記改質化合物は、特に限定されるものではないが、例えば、可塑剤、界面活性剤、液
晶分子、エラストマー、合成樹脂等であることが好ましい。
【０１２８】
　また、上記直鎖アルキル鎖は、例えば、上記界面活性剤中にあっては親油基（疎水基）
として、液晶分子ではソフトセグメントとして、上記エラストマーにおいては軟質ブロッ
クとして、上記合成樹脂では主鎖または側鎖として存在する。
【０１２９】
　上記改質化合物が、可塑剤である場合には、上記化合物と例えばフタル酸等とを反応さ
せることにより、上記改質化合物を製造することができる。
【０１３０】
　また、上記改質化合物が、界面活性剤である場合には、上記化合物を濃硫酸等で硫酸化
する方法や、上記化合物にエチレンオキシドを付加重合する方法等で、親水基を導入し、
上記改質化合物を製造することができる。
【０１３１】
　また、上記改質化合物が、液晶分子である場合には、上記化合物と例えば４－シアノ－
４’－ヒドロキシビフェニル等とを反応させることにより、上記改質化合物を製造するこ
とができる。
【０１３２】
　また、上記改質化合物が、エラストマーである場合には、上記化合物をモノマーとして
用い、必要によりテレフタル酸、脂肪族系ジイソシアナート、脂環族系ジイソシアナート
等の他のモノマーを加えて重合させることにより、上記改質化合物を製造することができ
る。
【０１３３】
　また、上記改質化合物が、合成樹脂である場合には、上記化合物をモノマーとして用い
、必要により脂肪族系ジイソシアナート、脂環族系ジイソシアナート等の他のモノマーを
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加えて重合させることにより、上記改質化合物を製造することができる。
【０１３４】
　また、本発明にかかる改質化合物の製造方法は、上記化合物を、目的化合物に導入する
方法であってもよい。かかる目的化合物は低分子化合物であってもよいし、高分子化合物
であってもよい。また、上記目的化合物は直鎖アルキル鎖を有していてもよいし有してい
なくてもよい。かかる例としては、例えば高分子化合物に、側鎖としてオキサアルキル鎖
を導入する場合等を挙げることができる。これにより物性の改変を調節できる。
【０１３５】
　かかる場合も、上記オキサアルキル鎖を有する化合物は、１種類を単独で用いてもよい
し、複数の種類を組み合わせて用いてもよい。化合物の複数の種類を組み合わせて用いる
ことにより、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性を連続的に制御することができる。
【０１３６】
　（ＩＩ－２）改質組成物の製造方法
　本発明にかかる改質組成物の製造方法は、直鎖アルキル鎖を有する化合物または当該化
合物を含む組成物の物性が改変された改質組成物を製造する方法である。
【０１３７】
　本発明では直鎖アルキル鎖を有する化合物または当該化合物を含む組成物の物性が改変
された改質組成物を製造するために、上記化合物または組成物と上記化合物とを混合する
。
【０１３８】
　これにより、直鎖アルキル鎖を有する化合物または当該化合物を含む組成物における、
鎖間の酸素原子同士の反発が結晶化を阻害するオキサアルキル基の割合が多くなるため、
融点の低下・消失、ガラス転移点の低下、結晶／液晶転移温度の低下、起泡性の抑制、流
動点の低下等、物性の改変を行うことが可能となる。
【０１３９】
　また、上記オキサアルキル鎖を有する化合物は、１種類を単独で用いてもよいし、複数
の種類を組み合わせて用いてもよい。化合物の複数の種類を組み合わせて用いることによ
り、直鎖アルキル鎖を有する化合物の物性を連続的に制御することができる。さらに、化
合物の複数の種類を組み合わせて用いる場合、同族体の混合状態は理想混合に近いと考え
られるので、物性の予測および設計を行う上で有利である。
【０１４０】
　上記改質組成物としても、特に限定されるものではないが、例えば、可塑剤、界面活性
剤、液晶分子、エラストマー、合成樹脂等であることが好ましい。
【０１４１】
　（ＩＩ－３）抑泡剤
　上記化合物はまた抑泡剤として用いることができる。従って、かかる抑泡剤も本発明に
含まれる。本発明に係る抑泡剤は、上記化合物を含んでいるものであればよい。これによ
り、上記化合物は上記オキサアルキル鎖を有するため、分子集合体形成に際し、オキサア
ルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害される。それゆえ、泡沫やエマルジ
ョン膜構造が不安定になる。これにより、起泡性が抑制されるとともに破泡性に優れ、泡
沫やエマルジョンを効果的に破壊することができる。また、シリコン系抑泡剤と比べて低
価格で環境負荷が少ない抑泡剤を開発することができる。
【０１４２】
　本発明にかかる抑泡剤は、上記化合物を含んでなるものであれば特に限定されるもので
はないが、好ましくは、上記一般式（１）中、Ｒ１は水素原子であり、Ｒ２はヒドロキシ
ル基、カルボキシル基である化合物を含んでいることが好ましい。すなわち、本発明にか
かる抑泡剤は、以下の一般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子を示し、Ｒ２はヒドロキシル基又はカルボキシル基を
示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１２以下の
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整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する化合物を含でいることが好ましい
。また、本発明にかかる抑泡剤は、上記界面活性剤を含んでいてもよい。
【０１４３】
　（ＩＩＩ）改質化合物及び化合物のその他の利用
　本発明にかかる改質化合物の製造方法により得られる改質化合物は、上述したように、
融点の低下、ガラス転移点の低下、起泡性の抑制等により、非常に優れた物性を有する。
従って、本発明には、本発明にかかる改質化合物の製造方法により得られる改質化合物も
含まれる。以下、かかる改質化合物及び化合物のその他の利用について説明する。
【０１４４】
　（ＩＩＩ－１）界面活性剤
　本発明に係る界面活性剤では、界面活性剤分子中の直鎖アルキル鎖が上記オキサアルキ
ル鎖に置き換えられている。これにより、界面活性剤の曇点上昇、融点低下、ゲル領域縮
小等の効果により、液体状態での存在領域が広くなり、使用可能温度及び使用可能濃度の
領域が拡大することができる。また、起泡性が小さく、破泡性が非常に強い界面活性剤を
提供することができる。
【０１４５】
　直鎖アルキル鎖を有する界面活性剤としては、特に限定されるものではなく、例えば、
直鎖アルキルポリオキシエチレンエーテル、Ｓ－アルキルポリオキシエチレンエーテル、
アルキルフェニルポリオキシエチレンエーテル、Ｎ，Ｎ’－ジ（アルカノール）アルカン
アミド、アミンオキシド等の非イオン界面活性剤；セッケン、アルキルベンゼンスルホン
酸塩、アルカンスルホン酸塩、α―オレフィンスルホン酸塩、α－スルホ脂肪酸メチル、
硫酸アルキル塩、硫酸アルキル（ポリオキシエチレン）塩、リン酸アルキル塩、Ｎ－アシ
ルアミノ酸塩、ジアルキルジメチルアンモニウムクロリド、モノアルキルトリメチルアン
モニウムクロリド等のイオン性界面活性剤；スルホベタイン、ベタイン等の両性界面活性
剤を挙げることができる。本発明にかかる界面活性剤としては、より具体的には、例えば
、これらの界面活性剤のアルキル鎖が、上記オキサアルキル基となっている界面活性剤を
挙げることができる。
【０１４６】
　また、かかる界面活性剤は、例えば、以下の一般式（３）
Ｒ３－親水基　　　　　　（３）
で表される構造を有する界面活性剤において、
　Ｒ３が以下の一般式（４）
Ｈ－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　　（４）
（一般式（４）中、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以
上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
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（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有していてもよい。
【０１４７】
　例えば、非イオン界面活性剤は洗剤として非常に広範囲に使用されているが、５０重量
％付近のやや高濃度な領域でゲル化する場合が多いために、ゲル化を防ぐ工夫がいろいろ
となされている。疎水基を上記オキサアルキル基とした非イオン界面活性剤では、かかる
ゲル化の問題が非常に効果的に解決される。かかる非イオン界面活性剤としては、特に限
定されるものではないが、例えば、上記一般式（３）中、親水基が－（ＯＣＨ２ＣＨ２）

ｎＯＨである構造を有する直鎖アルキルポリオキシエチレンエーテルを挙げることができ
る。ここで、ｎはオキシエチレンの重合度もしくは平均重合度で３以上４０以下であるこ
とが好ましく、６以上２５以下であることがより好ましい。
【０１４８】
　上述したように、非イオン界面活性剤は、５０重量％付近のやや高濃度な領域でゲル化
する場合が多いために、ゲル化を防ぐ必要がある。本発明者は、上記非イオン界面活性剤
の疎水基を上記オキサアルキル基としたところ、驚くべきことに、液体領域が従来の非イ
オン界面活性剤と比較して顕著に拡大していることを見出した。図２に非イオン界面活性
剤と水との二成分系状態図を示す。図２左側（「Ｃ１２Ｅ６/水系」が付された図）は、
疎水基として直鎖アルキル鎖を有する非イオン界面活性剤と水との二成分系状態図であり
、図２右側（「Ｃ５ＯＣ６Ｅ６/水系」が付された図）は疎水基として上記オキサアルキ
ル鎖を有する本発明の非イオン界面活性剤と水との二成分系状態図である。図２中、Ｌで
示される部分が液体領域、Ｓで示される部分が固相領域、中央部のＨ１、Ｖ１、Ｌαで示
される部分がゲル相（リオトロピック液晶相）、２φで示される領域が水と界面活性剤相
との二相分離領域に相当する。かかる非イオン界面活性剤の場合、合成により得られる界
面活性剤はほぼ純粋な物質として得られるので、製品として使用する場合には希釈する必
要がある。
【０１４９】
　疎水基として直鎖アルキル鎖を有する非イオン界面活性剤の場合は、融点が約２６℃で
冬季は固化する場合がある。また、これを室温において水で希釈すると、約４０～８５重
量％（ｗｔ％）の領域ではゲル化してしまい機械的な撹拌ができなくなる。これを避ける
ためには、６０℃程度に加温してゲル化領域を避けながら希釈する必要があり、余分なエ
ネルギーのロスとなる。
【０１５０】
　これに対して、疎水基としてオキサアルキル鎖を有する本発明の非イオン界面活性剤で
は、図２右側（「Ｃ５ＯＣ６Ｅ６/水系」が付された図）に示すように固相領域が融点の
低下（純粋な非イオン界面活性剤の融点は－２．４℃）により低温域に移動している。ま
たゲル相領域が、疎水基として直鎖アルキル鎖を有する場合に比べ驚くほど減少している
ことがわかる。また、図２中２φで示される水と界面活性剤相との二相分離領域も高温度
域に移動していることがわかる。これらの効果により液相領域が顕著に拡大している。ま
た、純物質の融点が－２．４℃であるので、水で希釈する場合は、固化の心配はない。さ
らに、室温付近ではどの濃度においても液相領域となっているので、ゲル化することなく
任意の濃度に希釈することができ、加温の必要もないことがわかる。
【０１５１】
　また、疎水基としてオキサアルキル鎖を有する本発明の非イオン界面活性剤でも、臨界
ミセル濃度は、直鎖アルキル鎖を有する非イオン界面活性剤と同程度で、オキサアルキル
化による影響もない。
【０１５２】
　また、後述する実施例で行った破泡性の比較の結果（図３）に示すように、疎水基とし
てオキサアルキル鎖を有する本発明の非イオン界面活性剤では、疎水基として直鎖アルキ
ル鎖を有する場合に比べ、強力な破泡性を示す。図３中、Ｃ５ＯＣ６Ｅ６がオキサアルキ
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有する非イオン界面活性剤を示す。
【０１５３】
　本発明の上記界面活性剤を製造する方法は特に限定されるものではなく、従来公知の方
法により製造することができる。
【０１５４】
　以下に、上記界面活性剤の製造方法の一例を、上記非イオン界面活性剤を例に挙げて示
すが、上記界面活性剤の製造方法はこれに限定されるものではない。また、以下の方法で
は特定構造の非イオン界面活性剤を例示しているが、ｉ、ｊ、ｌ及びｋの値が異なる場合
も、同様の方法で製造することができる。
【０１５５】
　まず、上記一般式（４）で表される、疎水性オキサアルキル鎖部分 Ｈ－(ＣＨ２)ｉ－
Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－の合成を以下の反応式（１４）
【０１５６】

【化８】

【０１５７】
によって行う。この反応は、上記（Ｉ－２）で説明した反応式（１２）の反応と同じであ
るのでここでは説明を省略する。
【０１５８】
　次に、得られたオキサアルキル鎖部分に親水基（オリゴオキシエチレン鎖）を導入する
ために、以下の反応式（１５）に示すように、得られた Ｈ－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－(ＣＨ２)

ｌ－ＯＨの末端ＯＨ基を、塩化チオニル等でハロゲン化する。
【０１５９】

【化９】

【０１６０】
　続いて、末端がハロゲン化されたオキサアルキル鎖に、以下の反応式（１６）
【０１６１】
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【化１０】

【０１６２】
に示すように、二段階合成法により親水基を導入する。
【０１６３】
　なお、ここでは、高純度単分散試料を得るために二段階合成法を用いているが、親水基
を導入できる方法であれば、これに限定されるものではなく、例えば、エチレンオキシド
付加重合法を用いてもよい。
【０１６４】
　また、本発明に係る界面活性剤の他の例としては、例えば、以下の一般式（３）
Ｒ３－親水基　　　　　　（３）
（一般式（３）中、親水基は－ＣＯＯＮａ、または－ＣＯＯＫである。）
で表される構造を有する界面活性剤において、
　Ｒ３が以下の一般式（４）
Ｈ－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　　（４）
（一般式（４）中、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以
上１２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）で表される構造を有する界面活性剤を挙げることができる
。
【０１６５】
　（ＩＩＩ－２）液晶分子
　本発明に係る液晶分子は、直鎖アルキル鎖を有する液晶分子の当該直鎖アルキル鎖の部
分が上記オキサアルキル鎖となっている。これにより、液晶分子の結晶／液晶転移温度を
低下させ、液晶発現領域を拡大させることができる。
【０１６６】
　ここで、上記直鎖アルキル鎖を有する液晶分子としては、特に限定されるものではなく
、例えば、アルキルシアノビフェニル、アルコキシシアノビフェニル、ジアルコキシビフ
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ェニル等を挙げることができる。本発明にかかる液晶分子としては、より具体的には、例
えば、これらの液晶分子のアルキル鎖が、上記オキサアルキル基となっている液晶分子を
挙げることができる。なお、上記直鎖アルキル鎖を有する液晶分子のアルキル鎖の炭素数
は、７以上４０以下であることが好ましく、７以上１６以下であることがより好ましい。
【０１６７】
　（ＩＩＩ－３）エラストマー
　本発明に係るエラストマーは、直鎖アルキル鎖を有するエラストマーの当該直鎖アルキ
ル鎖の部分が上記オキサアルキル鎖となっている。これにより、エラストマーのガラス転
移点を降下させ、より低温で柔軟性やゴム弾性を維持するエラストマーを提供することが
できる。従って、例えば、寒冷地では硬くなって使用できないエラストマーを、本発明の
方法によって改質し、寒冷地でも使用可能とすることができる。
【０１６８】
　ここで、上記直鎖アルキル鎖を有するエラストマーとしては、特に限定されるものでは
なく、例えば、スチレンアルキレン系エラストマー、ポリウレタン系エラストマー、ポリ
アミド系エラストマー等を挙げることができる。本発明にかかるエラストマーとしては、
より具体的には、例えば、これらのエラストマーのアルキル鎖が、上記オキサアルキル基
となっているエラストマーを挙げることができる。なお、上記直鎖アルキル鎖を有するエ
ラストマーのアルキル鎖の炭素数は、７以上４０以下であることが好ましく、７以上１２
以下であることがより好ましい。
【０１６９】
　（ＩＩＩ－４）合成樹脂
　本発明に係る合成樹脂は、直鎖アルキル鎖を有する合成樹脂の当該直鎖アルキル鎖の部
分が上記オキサアルキル鎖となっている。これにより、合成樹脂に可塑剤を添加すること
なく、柔軟な材料を作製することができる。
【０１７０】
　ここで、直鎖アルキル鎖を有する合成樹脂としては、特に限定されるものではなく、例
えば、アクリル系グラフトポリマー等を挙げることができる。本発明にかかる合成樹脂と
しては、より具体的には、例えば、これらの合成樹脂のアルキル鎖が、上記オキサアルキ
ル基となっている合成樹脂を挙げることができる。なお、上記直鎖アルキル鎖を有する合
成樹脂のアルキル鎖の炭素数は、７以上４０以下であることが好ましく、７以上１２以下
であることがより好ましい。
【０１７１】
　（ＩＩＩ－５）粘着剤
　本発明に係る粘着剤は、物性が改変された上記合成樹脂またはエラストマーを含んでい
る。
【０１７２】
　上記合成樹脂またはエラストマーは上記オキサアルキル鎖を有するため、固化に際し、
かかるオキサアルキル鎖同士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化を阻害
する。それゆえ、寒冷地においても使用可能な粘着剤を提供することが可能となる。
【０１７３】
　ここで、本発明の粘着剤に含まれる上記合成樹脂またはエラストマーとしては、例えば
、アクリル酸エステルポリマー、メタクリル酸エステルポリマー等を挙げることができる
。本発明にかかる粘着剤としては、より具体的には、例えば、これらの合成樹脂またはエ
ラストマーのアルキル鎖が、上記オキサアルキル基となっている合成樹脂またはエラスト
マーを含む粘着剤を挙げることができる。
【０１７４】
　（ＩＩＩ－６）潤滑油
　また、上記化合物のうち、上記一般式（１）中、Ｒ１およびＲ２がそれぞれ独立して水
素原子又はハロゲン原子である化合物は、それ自体で、固化に際し、オキサアルキル鎖同
士のラメラ状にパッキングする傾向が阻害され、結晶化が阻害された、流動点の低い潤滑
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【０１７５】
　すなわち、本発明にかかる潤滑油は、上記一般式（１）中、Ｒ１は水素原子又はハロゲ
ン原子であり、Ｒ２は水素原子又はハロゲン原子である化合物を含んでいることが好まし
い。すなわち、本発明に係る潤滑油は、以下の一般式（１）
Ｒ１－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－Ｒ２　　　　（１）
（一般式（１）中、Ｒ１は水素原子又はハロゲン原子を示し、Ｒ２は水素原子又はハロゲ
ン原子を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１
２以下の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。）
で表される構造を有する化合物を含んでいることが好ましい。また、上記潤滑油は、ブレ
ーキ油、有機溶剤、有機熱媒体等としても用いられる。
（ＩＶ）新規ジカルボン酸ジエステル化合物
　また本発明に係る新規ジカルボン酸ジエステル化合物は、
　下記一般式（５）で表されるジカルボン酸ジエステル化合物であって、
【０１７６】
【化１１】

【０１７７】
　上記一般式（５）におけるＲ４は、下記一般式（６）
－（ＣＨ２）ａ－　　　　（６）
（一般式（６）中、ａは１以上１２以下の整数である。）、
下記一般式（７）
【０１７８】
【化１２】

【０１７９】
、下記一般式（８）
【０１８０】
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【化１３】

【０１８１】
、又は下記一般式（９）
【０１８２】
【化１４】

【０１８３】
（一般式（７）～（９）におけるＲ７～Ｒ１０は、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲ
ン原子、炭素数１～１８のアルキル基であって当該アルキル基中の１個又はそれ以上の炭
素原子が酸素原子で置換されていてもよいアルキル基、又は、オキサアルキル基）であり
、
　上記一般式（５）におけるＲ５およびＲ６は、下記一般式（１０）
　Ｒ7－(ＣＨ２)ｉ－Ｏ－[(ＣＨ２)ｊ－Ｏ]ｋ－(ＣＨ２)ｌ－　　　　　（１０）
（一般式（１０）中、Ｒ7は水素原子、ヒドロキシル基、ハロゲン原子、カルボキシル基
を示し、ｉ及びｌはそれぞれ独立して２以上２０以下の整数であり、ｊは２以上１２以下
の整数であり、ｋは０以上７以下の整数であって、以下の（ａ）乃至（ｈ）
（ａ）ｋ＝０、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｂ）ｊ＝２または３、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｃ）ｊ＝２または３、ｋ＝２、及び、ｉ＋ｌ≧１０
（ｄ）ｊ＝２または３、ｋ＝３、及び、ｉ＋ｌ≧１２
（ｅ）ｊ＝２または３、ｋ≧４、及び、ｉ＋ｌ≧３ｋ
（ｆ）ｊ＝４、ｋ＝１、及び、ｉ＋ｌ≧６
（ｇ）ｊ＝４、ｋ≧２、及び、ｉ＋ｌ≧８
（ｈ）ｊ＞５、ｉ≧２、及び、ｌ≧２
のいずれかの関係を満たす。Ｒ５およびＲ６は互いに同一であっても異なっていてもよい
。）
で表される基であることを特徴としている。
 
【０１８４】
　上記ジカルボン酸ジエステル化合物は、直鎖アルキル鎖に含まれるアルキレン基がエー
テル酸素原子に置き換わったオキサアルキル鎖を含むものである。かかる構造を有する化
合物が示す物性については、既述のとおりである。
【０１８５】
　上記一般式（１０）におけるI、ｊ、ｋ、およびｌについては一般式（１）、（２）、
（４）の説明が援用される。
【０１８６】
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　上記新規ジカルボン酸ジエステル化合物としては、特に限定されるものではないが、図
４において模式的に表されるジカルボン酸ジアルキルエステル（化合物Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、
Ｅ）や、フタル酸ジアルカノールエステル（化合物Ｆ、Ｇ）が挙げられる。図４において
炭素原子および水素原子の記載は省略されている。
【０１８７】
　図４における化合物ＡはＣＨ２（ＣＯＯＣ６Ｈ１２ＯＣ６Ｈ１３）２で表される化合物
であり、化合物ＢはＣ４Ｈ８（ＣＯＯＣ６Ｈ１２ＯＣ６Ｈ１３）２で表される化合物であ
り、化合物ＣはＣ６Ｈ１２（ＣＯＯＣ６Ｈ１２ＯＣ６Ｈ１３）２で表される化合物であり
、化合物ＤはＣ８Ｈ１６（ＣＯＯＣ６Ｈ１２ＯＣ６Ｈ１３）２で表される化合物であり、
化合物ＥはＣＨ２（ＣＯＯＣ４Ｈ８ＯＣ2Ｈ４ＯＣ４Ｈ９）２で表される化合物である。
また図４における化合物ＦはＰｈｔ（ＣＯＯＣ６Ｈ１２ＯＣ６Ｈ１２ＯＨ）２で表される
化合物であり（ただし、「Ｐｈｔ」はフェニレン基を表す、以下同じ）、図４における化
合物ＧはＰｈｔ（ＣＯＯＣ４Ｈ８ＯＣ２Ｈ４ＯＣ４Ｈ８ＯＨ）２で表される化合物である
。
【０１８８】
　図４に示す化合物Ａ～Ｅは、本発明に係るジカルボン酸ジアルキルエステルの一例に過
ぎず、本発明に係るジカルボン酸ジアルキルエステルにおける２つのカルボニル基間の鎖
長は特に限定されない。また化合物Ｅのごとく、２つのカルボニル基に挟まれていないオ
キサアルキル鎖のそれぞれには２つ以上のエーテル酸素原子が含まれていてもよい。また
本発明に係るジカルボン酸ジアルキルエステルにおける２つのカルボニル基に挟まれてい
ない２つのオキサアルキル鎖は、それぞれ同一の構造であっても、異なる構造であっても
よい。
【０１８９】
　また図４に示す化合物Ｆ、Ｇはフタル酸ジアルカノールエステルの一例に過ぎず、本発
明に係るフタル酸ジアルカノールエステルに含まれるオキサアルキル鎖の鎖長は特に限定
されるものではない。また化合物Ｈのごとく、フタル酸ジアルカノールエステルに含まれ
ている２つのオキサアルキル鎖のそれぞれには２つ以上のエーテル酸素原子が含まれてい
てもよい。また本発明に係るフタル酸ジアルカノールエステルにおける２つオキサアルキ
ル鎖は、それぞれ同一の構造であっても、異なる構造であってもよい。
【０１９０】
　図４に示す化合物Ａ～Ｄは、例えば、下記のようにして製造することができる（反応式
（１７））。すなわちＣｎ（ＣＯＯＨ）２とＣ６ＯＣ６ＯＨとを含む反応液に濃硫酸を数
滴添加後、減圧還流することによって化合物Ａ～Ｄを製造することができる。なお、反応
式（１７）におけるＣｎおよびＣ６は水素原子を省略した記載となっている。
【０１９１】
【化１５】

【０１９２】
　また図４に示す化合物Ｅは、例えば、上記反応式（１７）においてＣ６ＯＣ６ＯＨの代
わりに、既述の反応式（１３）によって得られたＣ４ＯＣ2ＯＣ４ＯＨを用いて製造すれ
ばよい。
【０１９３】
　また図４に示す化合物Ｆ、Ｇは、例えば、下記のようにして製造することができる（反
応式（１８））。すなわちＰｈｔ（ＣＯ）２ＯとＣ６ＯＣ６ＯＨとを含む反応液に濃硫酸
を数滴添加後、減圧加熱還流することによって化合物Ｇを製造することができ、Ｐｈｔ（
ＣＯ）２ＯとＣ４ＯＣ2ＯＣ４ＯＨとを含む反応液に濃硫酸を数滴添加後、減圧加熱還流
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することによって化合物Ｈを製造することができる。なお、反応式（１８）におけるＣ2

、Ｃ４およびＣ６は水素原子を省略した記載となっている。
【０１９４】
【化１６】

【０１９５】
　上記ジカルボン酸エステル化合物は、オキサアルキル鎖を有する化合物である。よって
上記新規ジカルボン酸エステル化合物は、既述のごとく、液体状態では直鎖アルキル鎖を
有する化合物と類似の物性を有しつつ、融点の低下または消失、ガラス転移点の低下、結
晶／液晶転移温度の低下、起泡性の抑制、流動点の低下等、物性の大幅な改変がなされて
いる。それゆえ、上記ジカルボン酸ジエステル化合物は、可塑剤又は可塑剤改質剤、抑泡
剤又は抑泡剤改質剤、潤滑油又は潤滑油改質剤、作動油又は作動油改質剤、粘度指数調整
剤、塗料配合剤、界面活性剤又は界面活性剤改質剤等に好適に利用され得る。
【０１９６】
　後述の実施例に示すように、本発明のオキサアルキル鎖を有する可塑剤は熱物性が特に
優れている。ただし、本発明のオキサアルキル鎖を有する可塑剤は、熱物性のみならず、
他にも既製品を凌駕する可能性を秘めている。例えば、（１）環境負荷の低減、（２）使
用可能ポリマーの拡大、（３）低臭可塑剤、（４）低ブリード性などが挙げられる。
【０１９７】
　上記（１）の環境負荷の低減については、分岐アルキル鎖の代わりに高い生分解性を有
する直鎖オキサアルキル鎖を用いることで、熱や化学的安定性を保ちながら、環境への負
荷を低減させることができるといえる。
【０１９８】
　上記（２）使用可能ポリマーの拡大については、以下のようなことが考えられる。従来
のほとんどの可塑剤の基本骨格はアルキル鎖であったために、分子の極性の調節が困難で
あったが、オキサアルキル鎖を有する可塑剤はアルキル鎖内にエーテル酸素原子を有する
ため、分子の極性をこれまで以上に広範に調節することが可能である。それゆえ、より多
くの種類のポリマーへの相溶性を高めることができ、種々のポリマーへの適用が可能とな
る。
【０１９９】
　上記（３）低臭可塑剤については、以下のようなことが考えられる。可塑剤に限らず低
融点物質は一般的に沸点も低下するため、蒸気圧が高くなり臭気が発生するという欠点を
有していた。しかし、本発明者らが開発したオキサアルキル化法による物性改良法(すな
わち本発明に係る改質化合物の製造方法)の特徴は、液体状態での物性は相当するアルキ
ル鎖を有する化合物と大きな変化は生じさせない一方で、オキサアルキル鎖の結晶化阻害
効果のために固体状態の安定性のみを低下させ、融点やガラス転移点を下げることができ
るのが特徴である。よって、分子量を大きくして蒸気圧を低下させることで臭気を低減さ
せるとともに、融点を低く保つことが同時に可能である。つまり、オキサアルキル鎖を有
する可塑剤は、既成の可塑剤と同等の熱力学的機能を保ちながら臭気を低減されたものと
なる。
【０２００】
　（４）低ブリード性については、以下のようなことが考えられる。低融点可塑剤は基本
的に低分子量であるために、長時間使用するとポリマー本体から滲み出るブリード性が課
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題であった。これに対して、オキサアルキル鎖を有する可塑剤は、オキサアルキル鎖長を
長くしても低融点を保つことができることから、自己拡散性が低く、またポリマーとの絡
み合い効果が期待できることから、その滲出速度を低下させることができる。これにより
、オキサアルキル鎖を有する可塑剤は低ブリード性を持つ可塑剤であることが期待される
。
【実施例】
【０２０１】
　以下、本発明を実施例により具体的に説明するが、本発明は実施例によって限定される
ものではない。
【０２０２】
　〔実施例１：化合物の製造〕
　上記反応式（１１）～（１８）の方法を用いて、下表１に記載の化合物を製造した。得
られた化合物は赤外スペクトル、ガスクロマトグラフィーなどにより同定し、ＤＳＣ（島
津社製、ＤＳＣ－５０）を用いて融点を測定した。下表１および表２に得られた化合物と
その融点、及び、オキサアルキル鎖が同一骨格原子数を有する直鎖アルキルである場合の
融点と比較した融点低下を示す。なお、表１および表２中に示される化学式は（ＣＨ２）
を省略した記載となっており、式中の数字は－ＣＨ２－の数を示す。また、末端基の記載
のないものは末端が水素原子であることを示している。例えば、８Ｏ２Ｏ２Ｏ８は、Ｈ－
（ＣＨ２）８－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）８－Ｈを示す。
【０２０３】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)４－Ｂｒの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７ＯＨ（４７ｇ）とＢｒ(ＣＨ２)４Ｂｒ（１６２ｇ）とを、５０％水酸化ナ
トリウム水溶液（４５ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、７５℃、１４時間反応させ
ることにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)４－Ｂｒを製造した。
【０２０４】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＳＨの製造＞
　(ＮＨ２)２Ｃ＝Ｓ（１５ｇ）を、トリエチレングリコール（溶媒；３０ｇ）中で７５℃
に加温し、Ｈ(ＣＨ２)７Ｏ(ＣＨ２)４Ｂｒ（４７ｇ）を滴下し１５分撹拌した。滴下終了
後テトラエチレンペンタミン（３８ｇ）を滴下し７５℃で１５分撹拌した。室温に戻し１
２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＳＨを製造した。
【０２０５】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)５Ｃｌ（２０ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)６ＯＨ（１４０ｇ）とを、Ｎａ（３．５
ｇ）の存在下、ジエチレングリコールジメチルエーテル（溶媒；１５０ｇ）中で、９０℃
、２４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨを製造した。
【０２０６】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７Ｃｌ（２５ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)４ＯＨ（１１２ｇ）とを、Ｎａ（３．６
ｇ）存在下で、９０℃、２４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)

４－ＯＨを製造した。
【０２０７】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７Ｃｌ（２８ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)６ＯＨ（１３５ｇ）とを、Ｎａ（３．３
ｇ）存在下、ジエチレングリコールジメチルエーテル（溶媒；１５０ｇ）中で、９０℃、
１８時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨを製造した。
【０２０８】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)５－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（２５ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)５ＯＨ（１２０ｇ）とを、Ｎａ（３．２
ｇ）存在下、ジエチレングリコールジメチルエーテル（溶媒；１５０ｇ）中で、９０℃、
１８時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)５－ＯＨを製造した。
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【０２０９】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)６－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（８９ｇ）とＨ(ＣＨ２)６ＯＨ（５１ｇ）とを、５０％水酸化ナトリ
ウム水溶液（１２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間反応させる
ことにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)６－Ｈを製造した。
【０２１０】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－(ＣＨ２)５－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)９Ｃｌ（９８ｇ）と、Ｈ(ＣＨ２)５ＯＨ（４４ｇ）とを、５０％水酸化ナト
リウム水溶液（１２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間反応させ
ることにより、Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－(ＣＨ２)５－Ｈを製造した。
【０２１１】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－(ＣＨ２)４－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｃｌ（１０６ｇ）と、Ｈ(ＣＨ２)４ＯＨ（３７ｇ）とを、５０％水酸化
ナトリウム水溶液（１２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間反応
させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－(ＣＨ２)４－Ｈを製造した。
【０２１２】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１１－Ｏ－(ＣＨ２)３－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１１Ｃｌ（５７ｇ）と、Ｈ(ＣＨ２)３ＯＨ（１５ｇ）とを、５０％水酸化ナ
トリウム水溶液（６０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間反応させ
ることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１１－Ｏ－(ＣＨ２)３－Ｈを製造した。
【０２１３】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１２Ｃｌ（１２３ｇ）と、Ｈ(ＣＨ２)２ＯＨ（２３ｇ）とを、５０％水酸化
ナトリウム水溶液（１２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間反応
させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｈを製造した。
【０２１４】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)４－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－Ｂｒの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２ＯＨ（４４ｇ）と、Ｂｒ(ＣＨ２)４Ｂｒ（１５８ｇ）とを、
５０％水酸化ナトリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、７５℃、１
４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)４－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－Ｂｒ
を製造した。
【０２１５】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)４－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＳＨの製造＞
　(ＮＨ２)２Ｃ＝Ｓ（１６ｇ）を、トリエチレングリコール（溶媒；２８ｇ）中で７５℃
に加温し、Ｈ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ（ＣＨ２）４Ｂｒ（４８ｇ）を滴下し１５分撹拌
した。滴下終了後テトラエチレンペンタミン（３８ｇ）を滴下し７５℃で１５分撹拌した
。室温に戻し１２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)４－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(
ＣＨ２)４－ＳＨを製造した。
【０２１６】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)４－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２Ｃｌ（８２ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)４ＯＨ（３６０ｇ）とを、
Ｎａ（１１ｇ）の存在下で、９０℃、２４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)４－
Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＯＨを製造した。
【０２１７】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)３－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)５Ｏ(ＣＨ２)２Ｃｌ（９０ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)３ＯＨ（３００ｇ）とを、
Ｎａ（１０ｇ）の存在下、９０℃、２４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ
－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)３－ＯＨを製造した。
【０２１８】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)５－Ｈの製造＞
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　Ｈ(ＣＨ２)５Ｃｌ（４２ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)２ＯＨ（６ｇ）とを、５０％水酸化ナト
リウム水溶液（２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、６５℃、１８時間反応させる
ことにより、Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)５－Ｈを製造した。
【０２１９】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)４－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２Ｃｌ（４１ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)６ＯＨ（２３６ｇ）とを、
Ｎａ（５．７ｇ）存在下、ジエチレングリコールジメチルエーテル（溶媒；２５０ｇ）中
で、９０℃、２４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)４－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(
ＣＨ２)６－ＯＨを製造した。
【０２２０】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｏ(ＣＨ２)２Ｃｌ（４９ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)４ＯＨ（１８０ｇ）とを、
Ｎａ（６ｇ）存在下で、９０℃、２４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－
(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＯＨを製造した。
【０２２１】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（１０９ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)２Ｏ(ＣＨ２)２ＯＨ（５００ｇ）とを
、Ｎａ（１３．６ｇ）の存在下、８５℃、１８時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)

８－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－ＯＨを製造した。
【０２２２】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)６－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｃｌ（４８ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)２ＯＨ（６ｇ）とを、５０％水酸化ナト
リウム水溶液（２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、６５℃、２４時間反応させる
ことにより、Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)６－Ｈを製造した。
【０２２３】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)７－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７Ｃｌ（４７ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)２ＯＨ（７ｇ）とを、５０％水酸化ナト
リウム水溶液（２３ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間反応させる
ことにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)７－Ｈを製造した。
【０２２４】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)８－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（８９ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)２ＯＨ（１２ｇ）とを、５０％水酸化ナ
トリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間反応させ
ることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)８－Ｈを製造した。
【０２２５】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)５－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)５ＯＨ（１３２ｇ）と、Ｂｒ(ＣＨ２)６Ｂｒ（２８３ｇ）とを、５０％水酸
化ナトリウム水溶液（２４６ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、２４時間反
応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)５－Ｈを製造した
。
【０２２６】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)９－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)９Ｃｌ（４９ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)２ＯＨ（６．２ｇ）とを、５０％水酸化
ナトリウム水溶液（２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間反応さ
せることにより、Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)９－Ｈを製造した。
【０２２７】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)１０－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｃｌ（１０６ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)２ＯＨ（１２．４ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)１０－Ｈを製
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造した。
【０２２８】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)１２－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１２Ｃｌ（１２３ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)２ＯＨ（１２．４ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)１２－Ｈを製
造した。
【０２２９】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)５－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)５Ｃｌ（５８ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］２ＯＨ（１９ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（７０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)５－Ｈを製
造した。
【０２３０】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)６－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｃｌ（４４ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］２ＯＨ（１３ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（４８ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)６－Ｈを製
造した。
【０２３１】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)７－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７Ｃｌ（４０ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］２ＯＨ（１０．６ｇ）とを、５
０％水酸化ナトリウム水溶液（２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２
時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)７－Ｈ
を製造した。
【０２３２】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)８－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（８９ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］２ＯＨ（２１ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（８０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、７５℃、２４時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)８－Ｈを製
造した。
【０２３３】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)９－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)９Ｃｌ（３０ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］２ＯＨ（６．５ｇ）とを、５０
％水酸化ナトリウム水溶液（１２．３ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１
２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)９－
Ｈを製造した。
【０２３４】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)８－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｃｌ（６１．５ｇ）と、Ｈ(ＣＨ２)８Ｏ[(ＣＨ２)２Ｏ]２Ｈ（３８ｇ）
とを、５０％水酸化ナトリウム水溶液（３４．８ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、
７５℃、２４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－
(ＣＨ２)８－Ｈを製造した。
【０２３５】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)１０－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｃｌ（１０６ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］２ＯＨ（２１ｇ）とを、５
０％水酸化ナトリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２
時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)１０

－Ｈを製造した。
【０２３６】
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　＜Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)１２－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１２Ｃｌ（８６ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］２ＯＨ（１５ｇ）とを、５０
％水酸化ナトリウム水溶液（２８ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時
間反応させることによりＨ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]２－(ＣＨ２)１２－Ｈ
を製造した。
【０２３７】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)６－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｃｌ（５５ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］３ＯＨ（３０ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（８０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、６０℃、２４時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)６－Ｈを製
造した。
【０２３８】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)７－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７Ｃｌ（３５ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］３ＯＨ（１３ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（１７ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)７－Ｈを製
造した。
【０２３９】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)８－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（８９ｇ）を、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］３ＯＨ（３０ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)８－Ｈを製
造した。
【０２４０】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)９－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)９Ｃｌ（３６．６ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］３ＯＨ（１５ｇ）とを、５
０％水酸化ナトリウム水溶液（１５ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２
時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)９－Ｈ
を製造した。
【０２４１】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)１０－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｃｌ（４０ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］３ＯＨ（３０ｇ）とを、５０
％水酸化ナトリウム水溶液（１２．３ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１
２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)１
０－Ｈを製造した。
【０２４２】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)１２－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１２Ｃｌ（７４ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］３ＯＨ（１８ｇ）とを、５０
％水酸化ナトリウム水溶液（２４ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時
間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]３－(ＣＨ２)１２－
Ｈを製造した。
【０２４３】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)６－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｃｌ（５５ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］４ＯＨ（３９ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)６－Ｈを製
造した。
【０２４４】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)５－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７Ｏ[(ＣＨ２)２Ｏ]４Ｈ（１０．４ｇ）、Ｈ(ＣＨ２)５Ｃｌ（３．９ｇ）と
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を、５０％水酸化ナトリウム水溶液（７．１ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、７０
℃、２４時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ

２)５－Ｈを製造した。
【０２４５】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)４－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｏ[(ＣＨ２)２－Ｏ]２Ｈ（１８．２ｇ）と、Ｈ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ
(ＣＨ２)２Ｃｌ（１９．５ｇ）とを、５０％水酸化ナトリウム水溶液（１６．７ｇ）中で
、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、７２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８
－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)４－Ｈを製造した。
【０２４６】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)７－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７Ｃｌ（４０ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］４ＯＨ（１９ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)７－Ｈを製
造した。
【０２４７】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)８－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（８９ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］４ＯＨ（３９ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)８－Ｈを製
造した。
【０２４８】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)９－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)９Ｃｌ（４４ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］４ＯＨ（１７ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（１８ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)９－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)９－Ｈを製
造した。
【０２４９】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)１０－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｃｌ（８８ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］４ＯＨ（３２ｇ）とを、５０
％水酸化ナトリウム水溶液（３３ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時
間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)１０－
Ｈを製造した。
【０２５０】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)１２－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１２Ｃｌ（７４ｇ）と、ＨＯ［(ＣＨ２)２Ｏ］４ＯＨ（２３ｇ）とを５０％
水酸化ナトリウム水溶液（２４ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１２時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１２－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]４－(ＣＨ２)１２－Ｈ
を製造した。
【０２５１】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]５－(ＣＨ２)６－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ（ＣＨ２）２Ｃｌ（４５ｇ）と、ＨＯ（ＣＨ２）２ＯＨ（
４．５ｇ）とを、５０％水酸化ナトリウム水溶液（１５ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存
在下、８０℃、１２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]

５－(ＣＨ２)６－Ｈを製造した。
【０２５２】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]５－(ＣＨ２)８－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ（ＣＨ２）２Ｃｌ（７１ｇ）と、ＨＯ（ＣＨ２）２ＯＨ（
６．２ｇ）とを、５０％水酸化ナトリウム水溶液（４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存
在下、８０℃、１２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]
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５－(ＣＨ２)８－Ｈを製造した。
【０２５３】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]５－(ＣＨ２)１０－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ（ＣＨ２）２Ｃｌ（４５ｇ）と、ＨＯ（ＣＨ２）２ＯＨ
（３．５ｇ）とを、５０％水酸化ナトリウム水溶液（１１ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）
存在下、８０℃、１２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２
－Ｏ]５－(ＣＨ２)１０－Ｈを製造した。
【０２５４】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]６－(ＣＨ２)８－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ（ＣＨ２）２Ｃｌ（７１ｇ）と、ＨＯ［（ＣＨ２）２Ｏ］

２Ｈ（１０．６ｇ）とを、５０％水酸化ナトリウム水溶液（２０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触
媒量）存在下、７５℃、１２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－[(ＣＨ２

)２－Ｏ]６－(ＣＨ２)８－Ｈを製造した。
【０２５５】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]６－(ＣＨ２)１０－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ（ＣＨ２）２Ｃｌ（３０ｇ）と、ＨＯ［（ＣＨ２）２Ｏ
］２Ｈ（４ｇ）とを、５０％水酸化ナトリウム水溶液（７．５ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒
量）存在下、８０℃、１２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２

)２－Ｏ]６－(ＣＨ２)１０－Ｈを製造した。
【０２５６】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ２)２－Ｏ]７－(ＣＨ２)１０－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)１０Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ（ＣＨ２）２Ｃｌ（４３ｇ）と、ＨＯ［（ＣＨ２）２Ｏ
］３Ｈ（８．２ｇ）とを、５０％水酸化ナトリウム水溶液（１１ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触
媒量）存在下、８０℃、１２時間反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)１０－Ｏ－[(ＣＨ

２)２－Ｏ]７－(ＣＨ２)１０－Ｈを製造した。
【０２５７】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－Ｈの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２ＯＨ（１７７．３ｇ）を乾燥ピリジン（１７７．８ｇ）中で
塩化チオニル（２６７．８ｇ）と３時間反応（０℃→８０℃）させてＨ(ＣＨ２)４Ｏ(Ｃ
Ｈ２)２Ｃｌを合成した。Ｈ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２Ｃｌを蒸留精製後、Ｈ(ＣＨ２)５Ｏ
Ｈ（５．０ｇ）とＨ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２Ｃｌ（１０．９ｇ）とを、５０％水酸化ナト
リウム水溶液（２．６ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１９時間反応させ
ることにより、Ｈ－(ＣＨ２)５－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)４－Ｈを製造した。
【０２５８】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)４－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｃｌの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)４Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ(ＣＨ２)２ＯＨ（１６２ｇ）を乾燥ピリジン（７９ｇ）中
で塩化チオニル（１１９ｇ）と４時間反応（０℃→１００℃）させてＨ－(ＣＨ２)４－Ｏ
－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｃｌを合成した。
【０２５９】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｃｌの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ(ＣＨ２)２ＯＨ（２５０ｇ）を乾燥ピリジン（１６０ｇ）
中で塩化チオニル（２４０ｇ）と４時間反応（０℃→８０℃）させてＨ－(ＣＨ２)６－Ｏ
－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｃｌを合成した。
【０２６０】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)７－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｃｌの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)７Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ(ＣＨ２)２ＯＨ（８５ｇ）を乾燥ピリジン（４９．４ｇ）
中で塩化チオニル（７４．４ｇ）と４時間反応（０℃→８０℃）させてＨ－(ＣＨ２)７－
Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｃｌを合成した。
【０２６１】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｃｌの製造＞
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　Ｈ(ＣＨ２)８Ｏ(ＣＨ２)２Ｏ(ＣＨ２)２ＯＨ（１８０ｇ）を乾燥ピリジン（１００ｇ）
中で塩化チオニル（１５０ｇ）と５時間反応（０℃→８０℃）させてＨ－(ＣＨ２)８－Ｏ
－(ＣＨ２)２－Ｏ－(ＣＨ２)２－Ｃｌを合成した。
【０２６２】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｃｌ（８７．６ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)６ＯＨ（５１０ｇ）とを、５０％水
酸化ナトリウム水溶液（５０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、２４時間反
応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨを製造した。
【０２６３】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（１１２．９ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)４ＯＨ（５００ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（３５ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、２４時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)４－ＯＨを製造した。
【０２６４】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｃｌ（１８３．９ｇ）と、ＨＯ(ＣＨ２)６ＯＨ（５００ｇ）とを、５０％
水酸化ナトリウム水溶液（６１ｇ）中で、ＴＢＡＨ（触媒量）存在下、８０℃、１９時間
反応させることにより、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)６－ＯＨを製造した。
【０２６５】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)５－ＣＯＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)６Ｏ(ＣＨ２)６ＯＨ（２２．７ｇ）を、触媒Ｎａ２ＷＯ４・２Ｈ２Ｏ（０．
８ｇ）および（Ｃ６Ｈ１３）４ＮＨＳＯ４（１．０ｇ）存在下、３０％過酸化水素水（３
５．９ｇ）により９０℃、４時間酸化し、Ｈ－(ＣＨ２)６－Ｏ－(ＣＨ２)５－ＣＯＯＨを
製造した。
【０２６６】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)３－ＣＯＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｏ(ＣＨ２)４ＯＨ（２２．５ｇ）を、触媒Ｎａ２ＷＯ４・２Ｈ２Ｏ（０．
８ｇ）および（Ｃ６Ｈ１３）４ＮＨＳＯ４（１．０ｇ）存在下、３０％過酸化水素水（３
３．６ｇ）により９０℃、４時間酸化し，Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)３－ＣＯＯＨを
製造した。
【０２６７】
　＜Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)５－ＣＯＯＨの製造＞
　Ｈ(ＣＨ２)８Ｏ(ＣＨ２)６ＯＨ（２７．１ｇ）を、触媒Ｎａ２ＷＯ４・２Ｈ２Ｏ（０．
８ｇ）および（Ｃ６Ｈ１３）４ＮＨＳＯ４（１．０ｇ）存在下、３０％過酸化水素水（３
５．１ｇ）により９０℃、４時間酸化し、Ｈ－(ＣＨ２)８－Ｏ－(ＣＨ２)５－ＣＯＯＨを
製造した。
【０２６８】
　＜Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－ＣＨ２－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）６

－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈの製造＞
　Ｈ（ＣＨ２）６Ｏ（ＣＨ２）６ＯＨ（１１．１ｇ）とマロン酸ＨＯＯＣＣＨ２ＣＯＯＨ
（２．７ｇ）に濃硫酸数滴を添加後、８０℃、２時間アスピレーターを用いて減圧加熱還
流し、Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－ＣＨ２－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）

６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈを製造した。
【０２６９】
　＜Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－（ＣＨ２）４－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ

２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈの製造＞
　Ｈ（ＣＨ２）６Ｏ（ＣＨ２）６ＯＨ（１０．３ｇ）とアジピン酸ＨＯＯＣ（ＣＨ２）４

ＣＯＯＨ（３．７ｇ）に濃硫酸数滴を添加後、８０℃、２時間アスピレーターを用いて減
圧加熱還流し、Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－（ＣＨ２）４－ＣＯ－
Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈを製造した。
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【０２７０】
　＜Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－（ＣＨ２）６－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ

２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈの製造＞
　Ｈ（ＣＨ２）６Ｏ（ＣＨ２）６ＯＨ（８．８ｇ）とスベリン酸ＨＯＯＣ（ＣＨ２）６Ｃ
ＯＯＨ（１９．５ｇ）に濃硫酸数滴を添加後、１００℃、４．５時間アスピレーターを用
いて減圧加熱還流し、Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－（ＣＨ２）６－
ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈを製造した。
【０２７１】
　＜Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－（ＣＨ２）８－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ

２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈの製造＞
　Ｈ（ＣＨ２）６Ｏ（ＣＨ２）６ＯＨ（１２．１ｇ）とセバシン酸ＨＯＯＣ（ＣＨ２）８

ＣＯＯＨ（５．３ｇ）に濃硫酸数滴を添加後、８０℃、４時間アスピレーターを用いて減
圧加熱還流し、Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－（ＣＨ２）８－ＣＯ－
Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈを製造した。
【０２７２】
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【表２】

【０２７４】
　〔実施例２：非イオン界面活性剤の製造〕
　直鎖アルキルポリオキシエチレンエーテルの直鎖アルキル鎖の部分がオキサアルキル鎖
（Ｃ５Ｈ１１－Ｏ－Ｃ６Ｈ１２－）となっている非イオン界面活性剤を製造した。
【０２７５】
　＜Ｃ５Ｈ１１－Ｏ－Ｃ６Ｈ１２－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨの製造＞
　Ｃ５Ｈ１１ＯＨ（１３０ｇ）と、ＢｒＣ６Ｈ１２Ｂｒ（２８０ｇ）とを、５０％水酸化
ナトリウム水溶液（２４０ｇ）中で、ＴＢＡＨ（１１ｇ）存在下）、８０℃、１２時間反
応させることにより、Ｃ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２Ｂｒを得た。Ｃ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２Ｂｒ
は、赤外スペクトルおよびガスクロマトグラフィーにより同定した。
【０２７６】
　続いて、得られたＣ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２Ｂｒ（５８ｇ）を、ＨＯ(Ｃ２Ｈ４Ｏ)３Ｈ（
１８０ｇ）と、Ｎａ（３．７ｇ）の存在下、９０℃で２４時間反応させることによりＣ５

Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２Ｏ(Ｃ２Ｈ４Ｏ)３Ｈを製造した。得られたＣ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２Ｏ
(Ｃ２Ｈ４Ｏ)３Ｈは、赤外スペクトルおよびガスクロマトグラフィーにより同定を行った
。
【０２７７】
　次に、得られたＣ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２Ｏ(Ｃ２Ｈ４Ｏ)３Ｈ（６４ｇ）を、ＳＯＣｌ２

（３１ｇ）と、ピリジン（２０ｇ）の存在下で、８０℃、１２時間反応させて、Ｃ５Ｈ１

１ＯＣ６Ｈ１２Ｏ(Ｃ２Ｈ４Ｏ)２Ｃ２Ｈ４Ｃｌを得た。得られたＣ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２

Ｏ(Ｃ２Ｈ４Ｏ)２Ｃ２Ｈ４Ｃｌは、赤外スペクトルおよびガスクロマトグラフィーにより
同定を行った。
【０２７８】
　得られたＣ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２Ｏ(Ｃ２Ｈ４Ｏ)２Ｃ２Ｈ４Ｃｌ（３０ｇ）と、ＨＯ(
Ｃ２Ｈ４Ｏ)３Ｈ（７１ｇ）とを、Ｎａ（１．４ｇ）の存在下で、９０℃、２４時間反応
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させ、目的とする本発明の界面活性剤Ｃ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２(ＯＣ２Ｈ４)６ＯＨを得た
。得られたＣ５Ｈ１１ＯＣ６Ｈ１２(ＯＣ２Ｈ４)６ＯＨは、赤外スペクトル、ガスクロマ
トグラフィーにより同定を行った。
【０２７９】
　得られた最終生成物(Ｃ５ＯＣ６(ＯＣＨ２ＣＨ２)６ＯＨ;Ｃ５ＯＣ６Ｅ６と略記する)
の純度は９９．８４％以上であった。
【０２８０】
　＜直鎖アルキル鎖の部分がオキサアルキル鎖となっている非イオン界面活性剤と直鎖ア
ルキル鎖を有する非イオン界面活性剤との比較＞
　Ｃ５ＯＣ６Ｅ６の水溶液物性（状態図と破泡性）を、同鎖長の、直鎖アルキル鎖を有す
る非イオン界面活性剤(Ｃ１２(ＯＣＨ２ＣＨ２)６ＯＨ;Ｃ１２Ｅ６と略記する)と比較し
た。
【０２８１】
　図２に非イオン界面活性剤と水との二成分系状態図を示す。図２左側（「Ｃ１２Ｅ６/
水系」が付された図）はＣ１２Ｅ６と水との二成分系状態図であり、図２右側（「Ｃ５Ｏ
Ｃ６Ｅ６/水系」が付された図）はＣ５ＯＣ６Ｅ６と水との二成分系状態図である。
【０２８２】
　Ｃ１２Ｅ６の場合は、融点が約２６℃で冬季は固化する場合がある。これを室温におい
て水で希釈すると、約４０～８５重量％（ｗｔ％）の領域ではゲル化してしまい機械的な
撹拌ができなくなる。これを避けるためには、６０℃程度に加温してゲル化領域を避けな
がら希釈する必要があり、余分なエネルギーのロスとなる。
【０２８３】
　これに対して、Ｃ５ＯＣ６Ｅ６では、図２右側（「Ｃ５ＯＣ６Ｅ６/水系」が付された
図に示すように固相領域が融点の低下（純粋な非イオン界面活性剤の融点は－２．４℃）
により低温域に移動している。またゲル相領域が、疎水基として直鎖アルキル鎖を有する
場合に比べ驚くほど減少していることがわかる。また、図２中２φで示される水と界面活
性剤相との二相分離領域も高温度域に移動していることがわかる。これらの効果により液
相領域が顕著に拡大している。また、純物質の融点が－２．４℃であるので、水で希釈す
る場合は、固化の心配はない。さらに、室温付近ではどの濃度においても液相領域となっ
ているので、ゲル化することなく任意の濃度に希釈することができ、加温の必要もないこ
とがわかる。
【０２８４】
　また、Ｃ５ＯＣ６Ｅ６でも、臨界ミセル濃度は、Ｃ１２Ｅ６と同程度の約５×１０－５

 mol/L程度で、オキサアルキル化による影響もない。
【０２８５】
　また、図３にＣ５ＯＣ６Ｅ６の破泡性を、Ｃ１２Ｅ６の破泡性と比較した結果を示す。
図３中、左のサンプル（下部に「Ｃ５ＯＣ６Ｅ６」と記載）がＣ５ＯＣ６Ｅ６の０．１％
水溶液であり、右のサンプル（下部に「Ｃ１２Ｅ６」と記載）がＣ１２Ｅ６の０．１％水
溶液である。Ｃ５ＯＣ６Ｅ６では振とう直後において既存のＣ１２Ｅ６に比べ起泡性が小
さく，さらに２０秒後には泡は完全に消失し強力な破泡性を示すことがわかる。
【０２８６】
　〔実施例３：可塑剤の製造〕
　フタル酸ジアルカノールエステルのアルキル鎖部分がオキサアルキル鎖（Ｃ６Ｈ１３－
Ｏ－Ｃ６Ｈ１２－またはＣ４Ｈ９－Ｏ－Ｃ２Ｈ４－Ｏ－Ｃ４Ｈ８－）に置換された構造を
持つ可塑剤を製造した。
【０２８７】
　＜可塑剤モデル化合物Ｈ－（ＣＨ２）１３－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－ＣＯ－Ｏ－（Ｃ
Ｈ２）１３－Ｈの製造＞
　１－トリデカノールＨ（ＣＨ２）１３ＯＨ（５．０ｇ）と無水フタル酸（１１．１ｇ）
とを含む反応液に、濃硫酸数滴を添加後、１００℃、４時間半アスピレーターを用いて減
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圧加熱還流し、Ｈ－（ＣＨ２）１３－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）１

３－Ｈを製造した。得られたＨ－（ＣＨ２）１３－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－ＣＯ－Ｏ－
（ＣＨ２）１３－Ｈ（「Ｐｈｔ（ＣＯＯｎ１３）２」と適宜略記する）は、カラムクロマ
トグラフィーおよびクーゲルローア法により精製され、赤外スペクトルにより同定および
純度検定を行われた。
【０２８８】
　＜Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ

２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈの製造＞
　Ｈ（ＣＨ２）６Ｏ（ＣＨ２）６ＯＨ（６．０ｇ）と無水フタル酸（１８．０ｇ）とを含
む反応液に、濃硫酸数滴を添加後、８０℃、４時間アスピレーターを用いて減圧加熱還流
し、Ｈ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ

２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈを製造した。得られたＨ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）

６－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｏ－（ＣＨ２）６－Ｈ（「Ｐｈ
ｔ（ＣＯＯ６Ｏ６）２」と適宜略記する）はカラムクロマトグラフィーおよびクーゲルロ
ーア法により精製され、赤外スペクトルにより同定および純度検定が行われた。
【０２８９】
　＜Ｈ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）
－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｈの製造＞
　Ｈ（ＣＨ２）４Ｏ（ＣＨ２）２Ｏ（ＣＨ２）４ＯＨ（５．７ｇ）と無水フタル酸（１８
．０ｇ）に濃硫酸数滴を添加後、８０℃、４時間アスピレーターを用いて減圧加熱還流し
、Ｈ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－
ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｈを製造した。得られ
たＨ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－ＣＯ－（ｏ－Ｐｈ）－
ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｏ－（ＣＨ２）２－Ｏ－（ＣＨ２）４－Ｈ（「Ｐｈｔ（ＣＯＯ
４Ｏ２Ｏ４）２」と適宜略記する）はカラムクロマトグラフィーおよびクーゲルローア法
により精製され、赤外スペクトルにより同定および純度検定が行われた。
【０２９０】
　＜直鎖アルキル鎖の部分がオキサアルキル鎖となっている可塑剤と直鎖アルキル鎖を有
する可塑剤との比較＞
　フタル酸ジアルカノールエステルのアルキル鎖部分がオキサアルキル鎖（Ｃ６Ｈ１３－
Ｏ－Ｃ６Ｈ１２－またはＣ４Ｈ９－Ｏ－Ｃ２Ｈ４－Ｏ－Ｃ４Ｈ８－）に置換された構造を
持つ可塑剤モデル化合物の熱物性（結晶性および融点とガラス転移点）を、類似鎖長の分
岐アルキル鎖を有する市販可塑剤(ｉｓｏ－Ｃ１３Ｈ２７ＯＣＯ（ｏ－Ｐｈ）ＣＯＯｉｓ
ｏ－Ｃ１３Ｈ２７；「Ｐｈｔ（ＣＯＯｉｓｏ１３）２」と適宜略記する)および直鎖アル
キル鎖を有する可塑剤モデル化合物Ｐｈｔ（ＣＯＯｎ１３）２のそれと比較した。
【０２９１】
　図５にＰｈｔ（ＣＯＯｎ１３）２、Ｐｈｔ（ＣＯＯ６Ｏ６）２、Ｐｈｔ（ＣＯＯ４Ｏ２
Ｏ４）２の赤外スペクトルを示した。図５中、（Ａ）はＰｈｔ（ＣＯＯ４Ｏ２Ｏ４）２の
赤外スペクトルパターンを示し、（Ｂ）はＰｈｔ（ＣＯＯ６Ｏ６）２、の赤外スペクトル
パターンを示し、（Ｃ）はＰｈｔ（ＣＯＯｎ１３）２の赤外スペクトルパターンを示す。
【０２９２】
　図５によれば、各化合物の赤外スペクトルパターンが非常に似ており、分子骨格の一次
構造および立体構造が同等であることが示された。
【０２９３】
　カルボニルＣ＝Ｏ二重結合の伸縮振動バンド（図５中（１）で示す）を強度標準にし、
エーテルＣ－Ｏ単結合伸縮振動バンド（図５中（２）で示す）とメチレンＣＨ２はさみ振
動バンド（図５中（３）で示す）の相対強度から、今回製造した可塑剤の同定を行った。
すなわち、Ｐｈｔ（ＣＯＯｎ１３）２、Ｐｈｔ（ＣＯＯ６Ｏ６）２、Ｐｈｔ（ＣＯＯ４Ｏ
２Ｏ４）２の順にエーテルＣ－Ｏ単結合バンドの相対強度は増大し、それに対しエーテル
酸素原子の置換によりメチレンＣＨ２バンドの相対強度は減少している。また、原料由来
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のＯＨ伸縮振動バンドが３０００～３６００ｃｍ－１領域に全く観測されないことから、
これらの試料が高純度であることが示された。
【０２９４】
　直鎖アルキル鎖を有する可塑剤モデル化合物Ｐｈｔ（ＣＯＯｎ１３）２は、結晶性が高
く、融点も２６．１℃と可塑剤として適した熱物性を有しているとは言えない。これに対
し分岐アルキル鎖を持つ市販可塑剤Ｐｈｔ（ＣＯＯｉｓｏ１３）２は、融点が－２１．１
℃とモデル化合物に比べて４７．２℃低下している。この融点低下の一部は分岐鎖による
パッキング妨害効果に因るものである。さらに市販品は側鎖の分岐アルキル鎖に多様な分
岐構造を持つ種々の化合物の混合物であるため、これに起因する多分散効果が融点降下の
原因であると考えられる。上記の要因から結晶化が著しく阻害され、実際には融点以下で
も結晶化速度は非常に遅く、－７８．４℃にガラス転移点を示すのみである。このような
結晶化阻害効果と低いガラス転移温度とを有することが、分岐アルキル鎖を有する市販可
塑剤の特徴である。
【０２９５】
　これに対して、今回製造したエーテル酸素原子を１個有するＰｈｔ（ＣＯＯ６Ｏ６）２

では、単分散高純度物質においても融点－１４．６℃（モデル化合物Ｐｈｔ（ＣＯＯｎ１
３）２に比べ４０．７℃低下）、ガラス転移温度も－８８．６℃と、市販品に匹敵する融
点低下効果や結晶化阻害効果が明らかに認められた（表２に融点および融点低下を示す）
。Ｐｈｔ（ＣＯＯ６Ｏ６）２に、側鎖の分岐アルキル鎖に多様な分岐構造を持つ数種類の
化合物を混合することで、多分散効果による結晶化阻害効果をさらに高めることが可能で
あり、Ｐｈｔ（ＣＯＯ６Ｏ６）２が可塑剤として有効であるといえる。
【０２９６】
　さらにエーテル酸素原子を２個有するＰｈｔ（ＣＯＯ４Ｏ２Ｏ４）２においては純物質
においても融点は観測されなくなり、－８５．２℃にガラス転移点のみが観測されるもの
であった。この結果は、結晶化阻害効果や実測ガラス転移点などの可塑剤として要求され
る熱物性について、Ｐｈｔ（ＣＯＯ４Ｏ２Ｏ４）２が市販品よりも優れていることが示さ
れた。
【産業上の利用可能性】
【０２９７】
　本発明にかかる化合物は、以上のように、これを用いて直鎖アルキル鎖を有する化合物
の当該直鎖アルキル鎖の部分がオキサアルキル鎖となっている改質化合物を製造すること
、直鎖アルキル鎖を有する化合物または当該化合物を含む組成物に混合すること等により
、直鎖アルキル鎖を有する化合物またはこれを含む組成物の融点の低下・消失、ガラス転
移点の低下、結晶／液晶転移温度の低下、起泡性の抑制、流動点の低下等、物性の大幅な
改変を行うことが可能となる。
【０２９８】
　それゆえ、可塑剤、界面活性剤、液晶分子、エラストマー、合成樹脂等の広範な材料を
、優れた物性を有するように改変することができるとともに、分子の集合体としての形自
体に及ぼす影響が少なく、オキサアルキル鎖の鎖長やオキサアルキル鎖中の酸素原子及び
オキシアルキレン基の位置を調節することにより材料物性の制御を広範囲に行うことが可
能であるため、他の物性改変法と比較した場合、立体構造の設計、制御を行う上で有利で
ある。
【０２９９】
　このため、非常に広範な材料、とりわけ、可塑剤、界面活性剤、液晶分子、エラストマ
ー、合成樹脂、粘着剤、潤滑油等への応用が期待できる。また、抑泡剤等としても用いる
ことができ非常に有用である。それゆえ、本発明は、工業用材料製造業等の各種化学工業
に利用可能であり、しかも非常に有用である。
【図面の簡単な説明】
【０３００】
【図１】オキサアルキル鎖間のメチレン鎖部分のファンデルワールス引力と酸素原子間静
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電反発力との競合の様子を模式的に示す図である。
【図２】実施例において、Ｃ５ＯＣ６Ｅ６と水との二成分系状態図を、Ｃ１２Ｅ６と水と
の二成分系状態図と比較した結果を示す図である。
【図３】実施例において、Ｃ５ＯＣ６Ｅ６の破泡性を、Ｃ１２Ｅ６の破泡性と比較した結
果を示す図である。
【図４】本発明にかかる新規ジカルボン酸ジアルキルエステル（一例）の構造の模式図で
ある。
【図５】Ｐｈｔ（ＣＯＯｎ１３）２、Ｐｈｔ（ＣＯＯ６Ｏ６）２、Ｐｈｔ（ＣＯＯ４Ｏ２
Ｏ４）２の赤外スペクトルパターンを示す図である。

【図１】 【図２】
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